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ヨー ロ ッパ 中世 初 期 ハ イ タ ビュ ー にお け る

農 業 ・手 工業 ・交 易 の 発 達 と定 住 の形 成

三 浦 弘 万

第1章 ハ イ タ ビュ ー(Haiδaby)の 名 称 と集 落

ド イ ツ 連 邦 共 和 国(BRD)シ ュ レ ー ス ヴ ィ ヒ ニ ホ ル シ ュ タ イ ン

(Schleswig-Holstein)州 シ ュ レー ス ヴ ィ ヒ郡(Kreis)(dent.Jutland,dan.
ブ イ ヨル ド

Jyllnadユ ラ ン,engl.Jutlandの 南 地域)東 海 岸 の シ ュ ラ イ 峡 湾(氷 河が 消失 し

せま

た後,陸 地 が水 に沈 む沈 水Uberschwemmung,submergingに よ ってで きた狭 く,

はい

陸地 に入 り込ん で い る入 江dieSchlei,derSchleierFjord,Forde)の 南,ハ デ ビ

ュ ー 海 岸 湖(HaddebyerNoor)の 西 側 に位 置 し た ハ イ タ ビ ュ ー(Haiδaby,

ハ イ タブHaithabu,ddn.,engl.Hedeby)港 湾 集 落(Hafensiedlung,harbar-

orport-settlement主 に8,9-11世 紀)(〔 図1〕 〔図2〕)は,文 字 資 料 に よ

る な ら ば,そ の 名 称 が9世 紀 の ノ ル ウ ェ.___商 人 オ タ ー ル(Ottarin

KonigreichAlfredsOrosius)の 「旅 行 記 」(Reisebericht)に,古(期)英 語

(QE,ae.770-一 一1100s.c.)の 第3格 複 数 〔語 〕 形 で β α加m`と 表 現 さ れ て い

る1)。/'.ん α♪ はheath((Zε 碗.Heideッ ッ ジ科 エ リカ属 ヒー ス類 の 生 い茂 っ た

鍼野)を 意味 してい る2)。

イ ン グ ラ ン ド南 西 部 の サ ク ソ ン族(theSaxons)の ウ ェ セ ッ ク ス(Wessex)

王 家 の 子 孫,エ セ ル ウ ァー ド(Ethelwerd,Ethelweard-c.998)が 記 録 した

「イ ギ リ ス の 出 来 事 に つ い て の 編 年 誌 」(ChroniconderebusAnglicis)の974

年 以 後 の 箇 所 に,往 時 の,Haithaby`と い う呼 称(Rufname)が 記 さ れ,10
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〔図1〕 現 在 の ハ イ タ ビ ュ ー(Haiδaby,ハ イ タ ブ 且aithabu)地 域 周 辺 図(Ausschnitt

ausBlattL1522Schleswig,gedruckvomLandesvermessungsamtSchleswig-

Holsten.K.-E.Behre,Erndh.u.Umweltderwik.Sied.H.,1983,5.81,Abb.6

に 基 づ き,地 名,峡 湾 名 な ど を 入 れ る 。)
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〔図2〕 ハ イ タ ビ ュ ー に お け る 地 形,発 掘 面,8,9-11世 紀 の 高 丘 城 塞,古 墳,墓 地,

舟 形 棺 墓,塁 壁,連 結 壁,定 住 地,溝,港 湾 の 船 着 場,桟 橋,海 上 柵,現 在 の 博

物 館 と教 会 を 示 し た 全 容 図(Gesamtplan,wholeaspect)(H.Beck,D.

Geuenichandandere(Hrsg.},Reall.d.Germ.Alt.,Bd.13,1999,5.365,Abb.43

に基づ き作成。)
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世 紀 末 の シ ュ レ ー ス ヴ ィ ヒ に お け る 古 ゲ ル マ ン の ル ー ネ(ル ー ン)文 字 石 碑

(Runensteinen)に,,umん αψ α一伽,at配Pα ～肱`な ど の 屈 折(変 化)語

(且ektierendeSprachen,inflectionallanguages)の 文 字 が 刻 ま れ,ノ ル ウ ェ

ー 王 マ グ ヌ ス(MagnuslO350rlO42-1047)の 貨 幣 の 刻 印 に
,,ON

EIのEBI㎜(bηHθ ∫δebッナ が 残 さ れ て い る 。 語 源 研 究 に よ る と,adorn.byは

集 落 ・町 ・移 住(定 住)地(Siedlung)の 意 味 を持 ち,Hφ α6ヅ が10,11世 紀

に 「シ ュ レ ー ス ヴ ィ ヒ の 砂 地 に 広 が る,ハ イ デ の な か な い し 脇 の 集

落 」,,Siedlunginoder,beiderHeideaufdieSandfiachenvonSchleswig``を

指 し,X120年 ごろ の 「聖 ク ヌ ー ト伝 説 」(VitaSanctiCanut)と1283年 の文

書(Urkunde)に,,Hetheby`集 落 が 遡 及 的 な用 い 方 で記 され て い る3)。 こ

れ らは,伝 承 さ れ て,現 在 のdeut.Haithabu,dan.Hedeby,Heddeby,

Haddebyに 至 る。

ハ イ タ ビ ュー 地 名 を,そ の 意 味 内容 を含 め て,注 意 深 く検 討 す る と,「 ラ イ

(Rye)港 湾 ・St.Siren(hl.Severinus)霊 場(巡 礼)地 都 市 年 報 」(Annales

Ryenses)の13世 紀 の箇 所 に書 き残 さ れ て い る,Hαdα60≠ ん`お よび1285年 の

「ル ン ト大 司教 文 書」(UrkundedesErzbi.schofsvonLund)に 記 載 され て い

る,Haddebooth`は,1354年 の 史 料 で は,語 の末 音thが 脱 落 して,Haddebo`

さ らに 一byと の 同化 に よ っ て,Haddebヅ とな り,1412年 の史 料 で は,「 ハ デ

ビ ュ.___にお い て」,inHaddebu`と い う語 形 で 表 現 され て い る。 これ らの 語 の

基礎 〔構 成 〕 語(Grundwort)dan.bodの 意 味す る 内容 は 「小 屋 掛 けの売 店 」

で あ り,そ れ 以前 か ら複 数 語 形 の 且addi,adorn.6δ 統 α が伝 え られ,Haddiに,

幾 軒 か の小 屋 掛 け売 店 の 意 味 され て い た 点 が,注 目 され る。 且addebyは,意

味 内 容 と して 「昔 な が らの レス トラ ン を兼 ね た小 旅 館(Gasthofod.-haus,

inn)と 教 会,そ の付 近 の家 屋 お よ び塁 壁 」 とい う内 容 に係 わ っ て お り,シ ュ

レー ス ヴ ィ ヒの 地 名 そ の もの の 由 来 す る シ ュ ライ 峡 湾 付 近 に ま で 関 連 を保 持

して い る。 ドイ ツ語 文 献 に一 般 に広 く用 い られ て い る語 形Hα 痂 α肱 は,上

述 の 石 碑 に刻 まれ た 字 句 へ の 係 わ りに起 因 して い る こ と,最 近 の 地域 史研 究

者 た ちの も とで は,Haithabuは ハ デ ビ ュー 海岸 湖(HaddebyerNoor)岸 の
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商 業 ・貿 易 地(Handelsplatz)を 指 して い る こ と(〔 図1〕),古 くか ら伝 承 さ

れ た い くつ か の 名 称 の 見 出 し語(Lemma,Stichwort;entryword,headline)

的 な 用 語 と し て 且edeby,Heddebyが 用 い ら れ て い る こ と,且edeby,

は こ

Heddebyは シ ュ ラ イ 峡 湾 北 岸 か ら 内 陸 へ 這 り込 ん だ,現 在 の キ ー ル 湾

(KielerBucht)奥 の シ ュ レー ス ヴ ィ ヒ都 市 に も,1060年 以 降,該 当す る こ と

4)を
,指 摘 す る こ とが 出 来 る。

以 上 の よ う に,北 欧 語,と りわ け デ ンマ.一 ク古 語 の 影 響 を強 く受 け た ハ イ

タ ビュー の 人 び との 当該 港 湾 集 落 に,Hai七habu,Haidaby,Hedeby,Haddeby

な どの 呼 称 が 使 わ れ て お り,本 稿 で はハ イ タ ビ ュー の名 称 を8,9-11世 紀

の 時 期 的 に 限 定 され た 定 住 地 ・集 落 と して用 い て い くこ と にす る 。 な お,古

くか らの商 業 ・交 易 集 落(Handelssiedlung)にOldenburgと 呼 ば れ て い た

集 落 が あ った が,そ の 実 際 の 場 所 は元 来,半 円 塁壁 の 北 側 のHochburgの 城

塞 に 関連 して い た呼 び名 で あ る5)。

注

1)H.Jankuhn,ZurLagevonSlieshorpundSliaswich,in:1Vdchr∫cん'eη(der

Akad.derWiss.imGotingenI,Philol.-Hist.Kl.,1963,H.3,S.53ff.

2)W.Laur,且aiδaby,§1.Namenkundliches,in:且.Beck,D.Geuenich,H.

Steuer,D.Timpe(Hrsg.),ReallexikonderGermanischenAZtertumskunde,Bd.

13,Berlin・NewYork1999,5.362.

3)W.Laur,Sliesthorp,Schleswig,HedebyandHaddeby.DieNamenvon

Schleswig-HaithabuandihreNachfahren,NamnochBygd42,1955,5.67-83;

Ders.,Hist.Ortsnamenlex.vonSchleswig-Holstein,21992,5.298f.,316.

4)W.Laur,且aithabu,einefr曲mittelalterlichenFormimmodernen

Sprachgebrauch,in:Beitr.zurSchleswigerStadtgeschichteI4,1969,5.67-76.

5}Idem,Hist.Ortnamenlex.vonSchleswig-Holstein,5.298f.

第2章 自然環境の推移 と歴史的文化的前提に基づく農業の発達

シ ュ レー ス ヴ ィ ヒ=ホ ル シ ュ タ イ ンを含 む ヨー ロ ッパ 地 域 に お け る 自然 環 境
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(thenaturalenvironment)は,地 質 年 代 の 新 生 代(Neozoikum,

Kanozoikum,theCainozoic,cenozoicera),第4紀(theQuatenaryperiod)

の 前 半 に 当 た る 更 新(洪 積)世(thePleistocene,Diluvialepoch炭 素放 射性 同

位 体14C年 代 測 定 とGreenland氷 河諸 層 調査 結 果 に依 拠 して,1800,000/1700,000

-11
,500/10,000B.P.)に,地 軸 変 動 に 基 づ き,大 き い も の で4回 な い し7回

の 氷 河(Glaziale,glaciers)の 到 来,そ の 間 の 洪 積 台 地 ・沖 積 平 野 の 形 成,

人 類 に と っ て は 自 己 の 分 岐 ・発 展(DivergenzundEn七wicklung,divergence

andevolution)な どが 現 れ,第4紀 の 後 半 に 当 た る 氷 期(91azialePerioden,

glacialperiods)以 後 の 完 新(沖 積)世(theHolocene,Alluvalepoch

11,500/10,000B.p.-P,)に お い て,や や 温 暖 で 乾 燥 性 の 気 候 の ボ レ ァ ル 期

(Borealzeit,Boreal10,000/9,000-7,500/5,800B.p.),続 い て 温 暖 ・湿 潤 で,

降 水 量 の 多 い 気 候 の ア トラ ン テ イ ク ム 期(Athlantikum,Atlantic7,500一
はい

5,800/c.5,000B.p.)に 入 っ て,夏 季 に 現 在 よ り約2.0℃ か ら2.5/3.0℃ 高 い 気

温 値 を 示 す に 至 り,地 中 海 ・北 海 ・バ ル ト海 の 水 面 が2.0-2.5mほ ど上 昇 し

た 点1)に,顕 著 な推 移 の 特 徴 が 認 め られ る 。 ヨ ー ロ ッパ 地 域 で は,中 石 器 時

期(Mesolithikum,Mesolithic[era]10,700/9,800-5,550B.p.;8,700/7,800

-3
,550B.c.)の 人 び と が こ の 変 化 を経 、験 し た 。 ボ レ ア ル 期 の 始 ま っ た 現 在 か

まつ

ら9,000年 前 ご ろ に,、 腐 植 化 した ミズ ゴ ケ{Sphagnum)の 泥 炭 と松(Pinus)

ね かぶ

の根株が残留 し,湿 原(thebog)は 樹 木繁茂 に適合 的 な泥炭層 を形 成 してい
フロ(-)ラ ちゅうざん

た 。 そ れ に 伴 な い 植 物 相(flora)は,中 山 地 帯(Mittelgebirge標 高2,000m

までの 山稜 の なだ らか な 山地middle-mountainousregion)周 縁 と低 地 で は,ヨ
コ ナラ ガシ

ー ロ ッパ 小 楢(西 洋小 楢
,ヨ ー ロ ッパ 〔西 洋〕 樫,ブ ナ科 コナ ラ属 オー クQuercus

robur,Eichen,oaks),ヨ ー ロ ッパ ヤ マ ハ ン ノ キ(山 榛 の木 カバ ノキ科 ハ ンノ

しらか くんラば

キ 属Alnusglutinosa,Erle,alder),白 樺(カ バ ノ キ 科 シ ラ カ(ン)バ 属 シ ラ カ

ハ シバ ミ

(ン)バBetulaplatyphyllavar.,Birke,whitebirch),ヨ ー ロ ッパ 榛 ・(カ バ ノ キ

科 ハ シバ ミ属Corylusheterophyllavar.,C.avellanaL.,Hasel[strauch],
ぶな ぶ な

hazels,filberts),ヨ ー ロ ツ パ 撫(山 毛 樫 ブ ナ 科 ブ ナ 属Faguscrenata,Buche,

もみ

beech),高 地 で は 縦(マ ツ科 モ ミ属 モ ミAbiesfirma,Tanne,fir),松(マ ツ科
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〔図3〕 シ ュL・ 一 ス ヴ ィ ヒ=ホ ル シ ュ タ イ ン(Schleswig一 且olstein)の コ ー ゼ ル(Kosel)

12地 点 に お け る 樹 木 ・穀 物 ・草 類 の 花 粉 分 析 結 果 の 概 要(M.Muller-Wille,

ArchaologischeUntersuchungenlandlicherSiedlungderWikingerzeit.,in:

ActaPraehistoricaetArchaeologica,Bd.26/27,1994/95,Abb.9;H.Hamerow,

EarlyMedievalSettlements.,Oxford2002,p.111,Fig.4,3:P.Bogucki&P.J.

Crabtree(ed.),AncientEurope,vol.1,NewYorketal.,2004,pp.48,139,296f.

に 基 づ き 作 成 。)
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けん か

マ ツ属 マ ツPinus,Kiefer,pin)な ど(〔 図3〕)の 森 林 が 広 が り,堅 果(ど ん ぐ

か く と か

り ・殻 斗果,オ ー クの なかで殻 斗cupuleの あ る植 物 の果 実acorns,ハ シバ ミの実 ・

ナ ッツHasel,hazel-andfilbertnuts,glandes),シ ダ 類 の 根 茎(Rhizom,

rhizome,rootstock),オ モ ダ カ(Sagittaria)類 の 塊 茎(Knollen,tuber)な

ど が 集 め ら れ て,人 び と の 食 糧 と な り,堅 果 は の ち に 家 畜 の 飼 料 に も さ れ る

よ う に な る 。 ヨ ー ロ ッパ 地 域 に お け る 現 在 か ら2,000年 前(す な わ ち紀 元 前 後 の

頃)の 植 物 相 の 分 布 を植 生 類 型 で 示 す と,〔 図4〕 の よ う に,ニ ー ダ ー ザ ク セ

ン(Niedersachsen),シ ュ レ ー ス ヴ ィ ヒ=ホ ル シ ュ タ イ ン,デ ンマ ー ク,イ

ギ リ ス,ス カ ン デ ィ ナ 〔一 〕 ヴ ィ ア 南 西 端 は 「セ イ ヨ ウ ハ シ バ ミー オ ー クー

ハ ン ノ キ 」 の 諸 樹 林 地 帯 で あ る と捉 え る こ とが で き る 。

がんせつ さいりゅう

その間,第4紀 前 半 の更新 世 の氷期 に,氷 河 に よって運 ばれた岩屑細 粒 が

融氷 水 で洗 い出 されて堆積 し,そ の なか にはマ ンモス,ケ ナ ガサ イ,オ オ ツ

ノシカ,ヨ ー ロ ッパバ イ ソ ンな どの化石 が含 まれ,当 時 の大 型哺乳類 の発 達

を示 してい るが,先 述 の細粒 の堆積 が風 に吹 き上 げ られ て地層が で き,こ れ

らの軽 くさ らさ ら して い て,あ い だ に間氷 ・亜 問氷 期(interglacial-and
はさ

interstade)の 幾 層 もの 土 壌 を挟 み 込 ん だ ユ ー ラ シ ア 大 陸 西 部 の レス(風 成 沈

泥 堆積 層)地 帯(L6Bzonen)に,ド ー ナ ウ(dieDonau)川 中 ・上 流 域 を 中 心

と し て,ヨ ー ロ ッ パ 地 域 南 東 部 か ら 中 部 ・北 部 に 及 ぶ 初 期 新 石 器 時 期

(friihesNeolithikum,Fruhneolithikumund-jungsteinzeit,early
こくせんもん

Neolithic[era,age17,500-7,000B.P.:5,500-5,000B.c.)の 刻 線 文 の,所 と

時 期 に よ っ て は 彩 色 の 施 さ れ た 帯 文 の 土 器,農 耕 ・穀 物 栽 培,家 畜 飼 育 な ど

を 内 容 と す る 文 化 に 特 徴 を 示 す 人 び と(刻 線 帯 文 土 器 文 化 民Linear.oder

Linienbandkeramiken[LBK]kulturleute,LinearPotteryculture'speople

c.6,500-6,000B.P.:4,500-4,000B.c.)の 生 活 が 展 開 した 。 ヨ ー ロ ッパ 地 域 北

部 で は,後 期 中 石 器 時 期(spatesMesolithikum,Spatmesolithikumund

-mittelsteinzei七
,lateMesolithic)か ら初 期 新 石 器 時 期 に か け て の エ ル テ ベ レ

文 化(Erteb¢lleculturec.7,800/6,500-5,800/5,300B.P.:5,800/4,500-

3,800/3,200B.c.)(〔 図5〕)が 発 達 し,や が て 刻 線 帯 文 土 器 文 化 の 影 響 を 受
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カ バ18.マ ツ ー ヨ ー ロ ッパ ブ ナ ー 硬 葉 植 物 類(sclerophylltaxa)

〔図4〕 現 在 か ら2,000年 前(紀 元 前 後 の こ ろ)の 地 域 的 主 要 植 生 類 型 図(mapof

predominantvegetationtypes)(M.J.Green(ed.),TheCelticWvrld,

London・NewYork1996,p.148,Figure9,1に 基づ き作成。)
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は

け る に至 る。 エ ル テ ベ レ文 化 は,嵌 め 込 み 台 ・取 手 の 部 分 が 骨 ・木 製 で,こ
マイクロリス せんてい

れ に嵌 め込 ま れ た不 等 四角 形 な い し菱形 の細 石 器(microlithes),尖 底 土 器 の
か き

壺,牡 蠣(イ ボ タガキ科 二枚貝4streavirginica,oysters)を 主 とす る 魚 介 類 の

こうかく あざらし

貝 殻 ・甲 殻,海 豹(ア ザ ラ シ科Phocidae,seals)の 骨 な ど の 貝 塚(shell

midden,mound,heap)と 半 定 住 跡(semi-sedentarysites.北 デ ンマ ー クの当

フ ァ ウ ナ

時 の動物 相faunaの な か にオ オハ クチ ョウ(独9π 配s(Cygnus,whooperswanが 認め

られ,Aggersundに お け る冬季 のハ クチ ョウ狩猟 場 の滞留 地跡 な どを指 す),そ の 他

リ ン ク ク ーロ ス タ ー(Ringkloster)に お け る イ ノ シ シ(Susscrofa
まつてん

Zeucomystax,wildboar,pig),松 　 (イ タチ 科 マ ツ テ ンMartesmartes,pine

marten,sweetmarten)の 狩 猟 跡,テ ィ ブ リ ン ト ・ウ ィ ク(TybrindVig)に

よ かい こ

お ける植物繊 維 を繕(撚)り 編 んだ釣 り糸 の付 い た釣針,擢(paddles)で 漕
そう

い だ 木 製 の,装 飾 が 彫 刻 さ れ たi数 斐 の カ ヌ ー(canoe丸 木舟)の 出 土 な ど か ら,

生 活 資 料 と りわ け 食 糧 の 獲 得(調 達)・ 採 集 ・狩 猟 ・貯 蔵 経 済(procurement-,

gathering-,hunting-andpreservation-economy)の 生 活 段 階 に あ っ た との 考

察 内 容2)が,注 目 さ れ る も の と し て 指 摘 で き る 。 続 く亜 ア トラ ン テ ィ ク ム 期

(Subatlantikum,Subatlanticc.5,000-2,800B.p.:c.3,000-800B。c.)に,寒

冷 ・湿 潤 化 が 始 ま り,腐 植 化 の 進 ん で い な い ミズ ゴ ケ の 泥 炭 が こ の 時 期 の 到

来 を 知 らせ る 指 標 と な っ て お り,人 び と は,銅 ・錫 鉱 石 を そ れ ぞ れ 溶 鉱(製 錬

smelting)・ 冶 金(metallurgy)・ 精 錬(refining)し,合 金 化(alloying)・

鋳 造(fbunding,casting)し た 青 銅 製 利 器 を 利 用 し,あ る い は そ れ ら を祭 祀

具,特 定 者 の 権 威 の 象 徴 と し て 用 い た 青 銅 器 時 期(Bronzezeit,theBronze

Age2,500/1,800-1,100/800B.c.),や が て 鉄 鉱 石 を 溶 錬 ・冶 金 し,鍛 鉄

(temperingiron)に し て,利 器 を 製 造 ・利 用 し た 鉄 器 時 期(Eisenzeit,the

IronAgec.1,100/800B.c.-P.代 表 的 な一 つ は北 ドイ ッのHannoverか ら北海

岸,Schleswig-Holstein,Jutland,Mecklenburg,Brandenburg,Altmarkに 広

まっ たヤ ス トル フJastorf[Kr.UelzenimnordlichenNiedersachsen]文 化3)

400-1B.c.)を 迎 え る に至 っ た 。

こ の よ う な 自然 環 境 の 推 移 した 生 態 系(dasOkosys七em,ecosystem)の も



(12)

とで,そ こ に生 活 した 人 び との 長 期 にわ た る歴 史 的 な営 み の上 に,そ れ ら を

踏 え て 発 達 し た シ ュ レ ー ス ヴ ィ ヒ=ホ ル シ ュ タ イ ン 地 域 ハ イ タ ビ ュ ー

(Hai6aby,ハ ィ タブHaithabu)に お け る8,9世 紀 か ら11世 紀 に か け て の ゲ

ル マ ンの 人 び との食 糧 の 需 〔要 〕供 〔給 〕状 態(Ernahrungsverhaltnissevon

AngebotandNachfrage)は,次 の 資料 か ら推 測 す る こ とが で きる。 ハ イ タ

ビ ュー 定住 地域(H.-Siedlungsbereich)の 一 部が 発 掘 され,そ の調 査 結 果 は,

ハ デ ビ ュ ー 峡 湾(HaddebyerNoor)と 細 流(Bach)の 近 くに 商 業 ・交 易

(Handel)と 手 工 業(Handwerk)の 中心 地 が起 こ り,近 辺 にそ れ らを担 う人

び との食 糧 を供 給 し,支 え た 農 業(Landwirtschaft)が 発 達 して い た こ とを

報 告 して い る。 す な わ ち,住 民 が 暮 ら し(生 計)を 立 て て い た主 な食 糧 の 内 容

に つ い て,ハ イ タ ビ ュー で まず ほ とん どが 黒 焦 げ に炭 化 した 穀粒 と して,比

較 的 多 量 に残 存 す る 遺 物 に 基 づ き,認 め ら れ る 〔農 〕作 物(Feldfruchte,一
オオムギ

produkte,crops)は 大 麦(Hordeum,[Saat]gerste<and.「 と げ 状 の 」
タジョウ

,Stachelige`)の な か の 多 条 オ オ ム ギ(Hordeumuulgare,Mehrzeilige

サンプル プロロペ

Gerste,Mehrzeilgerste.〔 表1〕 穀粒 の存 在 が 確 認 され た試掘 標 本=試 料Probe

の総 数36で 全体 的 に穀粒Getreidkornが 顕 著 に現 れ,表 中 に例 示 され た プ ローベ15

の 同穀粒 数 小 計49,449,穀 物 全体 に対 す る割合80.16%,そ の他 の プ ・ローべ と非炭 化

キビ ソラマメ
の 黍Panicummiliaceum,Rispenhirse,空(蚕)豆Viciafaba,Pferde-und

ア マ

Saubohne,亜 麻Linumusitatissimum,Leinを 含 む プ ロ ー ベ を合 わ せ た全 プ ロ ー

ベ 合 計 で は49,547,37.55%),そ れ に ラ イ ム ギ(Secalecereale,Ro99enプ 『ロ ー

ベ 総 数28,例 示 プ ロ ー ベ14,同 穀 粒 数 小 計9,174,14.87%,合 計 で は9,217,

エンバ ク

6.98%),オ ー トム ギ(燕 麦AvenasatiUaL.,Saathaferプ ロ ー ベ 総 数18,例 示

コ ムギ

プ ロ ー ベ12,同 穀 粒 数 小 計2,943,4.77%,合 計 で は2,961,2.24%),小 麦

(Triticumaestivum,[Saat]weizen,倭 性 コム ギgrexaestivocompactum,

Zwergweizenプ ロ ーベ総 数10,例 示 プ ローベ5,同 穀粒 数小 計77,0.12%,合

計 で は91,0.07%),穀 粒 が 非 炭 化 状 態 で 検 出 さ れ た キ ビ(プ ローベ 総 数6,例

示 プ 「ローベ1,合 計 で は5,166,3.91%)な ど の 穀 物 と 同 様 に 非 炭 化 状 態 で 検 出

さ れ た ソ ラ マ メ(プ ローベ 総 数8,例 示 プ ロ ーベ7,同 粒 数 小 計46,0.07%,合
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計 では62,0.05%),ア マ(プ ローベ総数37,例 示 プローベ8,同 粒 数合計 で は

64,914,49.19%)な どの野 菜 な い し栽培 植 物(Gemiise-oderKulturpflanze)

で あ る。 耐 寒 性 が 強 く,痩 せ 地 に も生 育 す る ラ イ ム ギ は,比 較 的新 しい 栽 培

植 物 と してハ イ タ ビ ュ ー で は オ オ ム ギ に 次 い で28試 掘 標 本(試 料Probe)に

炭 化 穀 粒 が 認 め られ,地 点 に よ って 試 料Nr.53と54で 穀 粒 の98%を 示 して い

る。 キ ビの穀 粒 の ほ とん どは0つ の 試 掘 標 本(試 料)か ら検 出 され,そ こで は

他 の 穀 物 や 野 菜 ・栽 培 植 物 に対 して100%の 割 合 で現 れ る。 アマ につ い て も8
まと さく ひ

プ ロ ーベ か ら100%の 割 合 で検 出 され,纏 ま った 残 津 と して,約95%が 萌 〔皮〕

さくかくさっか　しゅの う

(萌 果,種 嚢Kapselresten,capsules),約5%が 種 粒(Samen,seeds)で あ

っ た の で,ア マ(食 用)油(flaxseed,linseedoil,押 し潰 し ・搾 り出 し油

crushedoil)の 製 造 の 行 な わ れ て い た こ とが 推 測 さ れ る 。 当 時,畑 作 の ア マ

あ ま に

の実(亜 麻仁)か ら抽 出 され た油 を補 う もの と して,大 量 に採 取 され た ブ ナ の

実(Buchecker,-eichel)が 割 られ,ま た ハ シバ ミの 実(且aselnuB)が 圧 搾
かくか

さ れ,こ れ らの 絞 り 出 さ れ た 油 が 加 え られ て い た 。 核 果(Steinobst,drupe)

の う ち,野 生 木 か ら採 取 さ れ た 桜 ん 坊(桜 桃 の 実Prunusspinosa,Schlehen,

セイヨウミザクラ

cherrystones)と 西 洋 実 桜(PrunusaUium,Vogelkirschen,wildcherry,

ハタンキョゥセイヨウスモモ

gean)に 対 し,植 樹 ・栽 培 さ れ た プ ラ ム(西 洋 李,巴 旦杏Prunusdomestics,
もも

angebautePflaume,plum)と 桃(Prunuspersica,Pfirsich,peach)の 果 実

が1/10以 下 で は あ っ た が,採 取 ・保 存 ・加 工 さ れ,11,12世 紀 に は シ ュ レ

ー ス ヴ ィ ヒ 地 域 で1/4に 近 ず き
,13世 紀 以 降,果 樹 栽 培 さ れ た 核 果 が 圧 倒

的 と な る4)。

そ もそ も後 氷 期(Nacheiszeit,postglacia1)に 這 入 っ た 更 新(洪 積)世 末 期,

中 央 ・西 ア ジ ア の ア フ ガ ニ ス タ ン北 部,カ ス ピ海 沿岸 か ら イ ラ ン北 部 に か け

て の 地 域 が 原 生(産)地(Ursprungsland,Heimat,primitive,nativeplace,
ニジヨウ

placeoforigin)で あ っ た オ オ ム ギ 起 源 種 の 野 生 二 条 オ オ ム ギ(llordeum

spontaneusC.Koch,Wildzweizeilgerste,two-rowed,two-rowform}barley,

squirreltail,squirrelgrass)を,細 石 器(mi.croli七hes)を 伴 う 中 石 器 時 期 の

パ レ ス テ ィ ナ の ワ ー デ ィ ー ・ア ル ーナ ト ゥ ー フ(Wadial-Natuf,ワ ー デ ィ ー ・
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か だに
エ ンーナ トゥーフWadien-Natuf)洞 れ 谷(ワ ジ,ワ ーデ ィーarab.wadiy,wadi

降雨期 に水 が流れ,水 流 のない時期 の谷川底 は路 として利用 された)遺 跡 の地 名 に因

ん で 名付 け られ た ナ トゥー一フ文 化(c.14,500-12,000/11,300B.P.:12,500-

10,000/9,300B.c.)の 担 い手 グ ル ー プ は,石 鎌 の 刃 ・貯 蔵 穴 ・粉 確 臼 を持 ち,

夏 季 に穂 の 穀 粒 の結 実 を待 って 計 画 的 に採 集 ・貯 蔵 し,次 第 に野 生 二 条 オ オ

ム ギ が 彼 らの植 物 性 食 糧 の な か で 高 い 割 合 を 占 る に至 っ た 。 そ の な か に混 在

した変 種 二 条 オ オ ム ギ(H.langiculiformeBekhteyer)は,穂 か ら結 実 穀 粒

の脱 落 が 少 な く,栽 培 種 へ の移 行 型 で あ り,死 海(theDeadSea)北 方 の ナ

トゥー フ文 化 の ヨル ダ ン渓 谷 小 村 落 エ リ コ(Jericho),ダ マ ス カス 盆 地 の テ

ル ・ア ス ワ ド(TellAswad)な どで,現 在 か ら10,500年 前 な い し8,500年 前

(すなわち8,500-6,500B.c.)に,そ の栽 培 化 が 始 め られ て い た こ とが,そ の

先(無)土 器 新 石 器A期(PrePotteryNeolithicA.=PPNA)の 二 条 オ オ ム ギ

の 「強 靱 で耐 え る花 軸 」(tough-rachis)の 生 成 とそ の 穀粒 の脱 落 の 制 約 性 に

依 拠 して,推 測 さ れ る。 栽 培 に よ っ て,イ ラ ク北 山麓 の 新 石 器 時 期,現 在 か

ら1万 年 前 ない し8,500年 前(8,000-6,500B.c.)に,ジ ャル モ(Jarmo)で

ヤバネ
栽 培 二 条(矢 羽)オ オ ム ギ(H.distichumL.,H.Uulgaresubsp.distichon,

Kul七ur-zweizeilgerste,domesticatedtwo-rowed,two-row(fc)rm),Common

barley),チ グ リ ス,ユ ー フ ラ テ ス 両 川 中 ・下 流 域 の メ ソ ポ タ ミ ア

(Mesopotamia)で,9,000年 前 ご ろ 栽 培 六 条 オ オ ム ギ(」H.vulgaresubsp.

Uulgare,H.hexastichum,Kultur-sechszeilgerste,domesticatedsix-rowed,

six-row(form)barley)が で き5),こ れ らの 栽 培 種 が,6,200年 前 か ら4,500年

前 に か け て の こ ろ(c.4,200-2,500B.c.)に ヨ ー ロ ッパ 南 部 へ,5,000年 前 に

北 西 部 へ,緩 傾 斜 地 や ブ ナ(FagusSyZUCL'tLCCL,Buche),オ ー ク(Quercus,

Eiche),ノ 、シ バ ミ(Corylusavellana,Hasel),ト ウ ヒ(Piceaabies,Fichte)

な ど の 樹 林 の 切 開 か れ た 場 所 に,早 期 に は 帯 文 土 器 文 化 民(Bandkeramik-

kulturleute)を 主 な 担 い 手 と し て 伝 え ら れ,北 部 へ は と り わ け 青 銅 器 時 期

(1,800-500B.c.)に そ の 栽 培 が み ら れ,7-8,9世 紀 に オ オ ム ギ の 作 物 化

が お お い に進 み,広 ま っ た6)。
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ヒ トッブ コ ムギ

こ の 一 粒 小 麦(Triticummonococcum,Einkorn,whea七),エ ンマ(一)コ ム

ギ(T.dicoccum,Emmer,emmer)と と も に い わ ゆ る 「作 物 の 始 祖 」

(foundercrops)に 加 え られ,ま た コ ム ギ,ラ イ ム ギ,オ ー トム ギ な ど と並 ん

で 早 くか ら同 じ イ ネ 科(Poaceae)の 重 要 な 栽 培 植 物 と して 分 類 さ れ た オ オ ム

クロウマソウム

ギ は,同 属 ・種 の す べ て が 同 じ染 色 体(ク ラ ウ マ サ ウ ムChromosomen,

chroumosoume)の 数(chromosomenumber)14を 持 ち,生 命 ・機i能 を維 持

す る最 小 限 の 染 色 体 の0組(Chromosomensatz)で あ る ゲ ノ ム(遺 伝 子 的意

味 を含 め た生 活 単位Genom,genome)の 基 本 数(Grundzah1,basicnumber)
つ い

が7の 二 対 の 染 色 体 を 持 つ2倍 体(倍i数 染 色 体diploid)で あ る

(Chromosomenbestand2n=14)7)。 オ オ ム ギ は,野 生 の オ オ ム ギ,コ ム

ギ な ど に混 在 して い た種 子 が 栽培 化 され た 栽培 ライ ム ギ(Secalecereale)に

比 べ て,耐 寒 ・耐 雪 性 に や や 欠 け る も の の,オ オ ム ギ に は生 育 の 気 候 的,土

壌 的 な振 幅 の広 さ(weitesteklimatischeu.edaphischeAmplitude)が あ り,

冬 穀 お よび夏 穀(Winter-u.Sommerfrucht)と 成 り得 て,前 者 の 場 合,秋 の

播 種 適 期 を逃 さ な け れ ば,北 緯 限 度70。 まで 栽 培 が 可 能 で,ま た後 者 の場 合,

早 くに 収 穫iの で き る 短 か い 成 長 ・成 熟 期(kurzeWachstums-u.Reife一
かんばつ

periode)の 夏 穀 で あ り,冬 穀 ・夏 穀 と も に 旱 越,塩 害 に 強 く(gr6Bte

Durreresistanzu.Salztoleranz),オ オ ム ギ の 酸 性 土 壌 に 向 か な い そ の 好 適 酸

度p且7～8と い う性 質 は,か え っ て ヨ ー ロ ッ パ の ア ル カ リ性 土 壌 に 適 合 し,

オ オ ム ギ は 気 候 的,生 態 的 諸 条 件 の 広 域 に わ た る耐 性(torerancefbrawide

rangeofclimaticandecologicalconditions)を 帯 び て い た と い う こ とが 出 来

る8)。 オ オ ム ギ は各 総状1癒 痴 花 序(Ahrenbliitenstand)の 穂(尭)範 の節 部

(eachnachissegment,node)に3小 穂 花(且orets)を 柱 状 ・互 生 に 付 け,野

生 ・二 条 オ オ ム ギ は 中 央 小 穂 花 の み に,コ ム ギ に 比 べ,や や 大 形 で,膨 み の

や

ある実(穀 粒)を 結 び,両 側花 が結 実せず,穂 に穀粒 が左 右2縦 列 に並 び,矢
ばね

羽(矢 羽根)の 形(ヤ バネオオムギ)に な る(〔 図6〕A,B,C)。 栽 培 六 条 オ
ふ そろ

オムギ は節部 の3小 穂 に稔性 が あ り,実 を結 び,穀 粒 は小粒 で,不 揃 い なが

ら,側 生 芽 の小 穂 花 の未成 熟 が克服 され,穀 粒 が6列 に並 ぶ(〔 図6〕C)。
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〔図6〕 オ オ ム ギ の 発 達 ・種 類 ・特 徴 と切 り開 か れ た 低 林(coppicing)脇 の 耕 地 区 域

(limitedclearing)で の 耕 作 と イ ネ(禾 本)科 類 の 穂 首 刈 り収 穫 復 元 描 写

(Reconstruction-drawillg,c.4000-2500B.c.,ShoreatLakeConstance=Boden)

(M.Rosch,PrehistoricIanduse.,in:VegetationHistoryandArchaeology,2,

1993;A.Whittle,EuropeintheNeolithic.Thecreationofnewworlds,

Cambridge1996,p.225)
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各 小穂 花 の結 実 した穀粒 の並 びが不 揃 い で,不 規則 な列 を なす オ オム ギ は,
フセ イ ジ ョウ

不 整 条 オ オ ム ギ(H.irregulars)と 呼 ば れ る。 二 条 と六 条 の あ い だ に,中 央

小 穂 花 の 結 実 した穀 粒 と穂 軸 との 角 度 が 小 さ く,各 側 が 重 な り,四 角 に み え

る四 条(ス ペル ト)オ オ ム ギ(且UulgareL.fo.tetrastichum)が 位 置 し,六

条 オ オ ム ギ と と もに,多 条 オ オ ム ギ に分 類 さ れ る。 各 小 穂 花 の外 側 か ら覆 う
ほうえい

苞 穎(包 葉,も みが ら)の 護 ・内 穎(sterileglumeandinnerpalea)が 穎 果
カワムギ

(種子,穀 果,麦 粒caryopsis)と 密 着 して い る皮 麦 の 六 条 オ オ ム ギ が 生 じて ま
ハダカムギ

も な く,穎 果 が容 易 に離 れ る裸 麦(六 条裸麦H.vulgarevar.nudum,,Naked-

grainbarley)が,収 穫 選 別 過 程 にお い て 現 れ,脱 穀(threshing)し 易 くな

っ た 。 オ オ ム ギ は上 記 の よ う に二 対 の 染 色 体 を持 つ2倍 体 で,し か も 自家 受

精(self・fertility)で あ るの で,二 条 か ら四 ・六 条 へ の転 換 を可 能 に し,ま た

変 異 体 の複 製(replication)の され 得 る 機 会 も生 じた。 ハ イ タ ビュ ー の36検

討 試 料(Proben)に 炭 化 して残 存 した49,547栽 培 穀 粒 の うち,約95%が 〔四

条 〕 オ オ ム ギで あ る。 そ の細 胞 の分 裂 の 際 に現 れ る紡 錘 体(Spindel,spindle)

を構 成 す る紡 錘 糸(Spindelglieder,spindlefiber)の 端 に,二 条 オ オ ムギ で

は,穀 粒 が 相 互 に さ ま た げ られ ず に生 育 す る の に対 して,多 条 オ オ ム ギ はt
くちばし

そ の な か の 四 条 オ オ ム ギ で は3組 の 両 側 の 穀 粒 が よ じれ,「 曲 り反 っ た 嗜 」

(Krummschnabel)状 とな り,真 中 の 穀粒 が ま っす ぐに(Gerade)生 育 し,
こみ あ

六 条 オオム ギで は,穀 粒 が密 に込合 ってい るが,伸 び,紡 錘 糸 は四条 オオム
プロ ロベ

ギ よ り短 か い。 ハ イ タ ビ ュ ー にお い て,そ の全 試 料 を通 じて オ オ ム ギ 資 料 は

一様 で
,「 曲 り反 っ た 嗜」 状 と 「まっ す ぐ」 状 が1.34:1で あ り,こ の割 合 は

二 条 ・六 条 オ オ ム ギ を相 当 に締 め 出 す 数 値 とみ られ,さ らに紡 錘 糸 の 長 さの

2.5な い し2.77㎜ 以 上 とい う値 は六 条 オ オ ム ギ と区別 され,さ らに六 条 オ オ ム

ギ で は,苞 穎 の基 盤 に鋭 角 状 の 「つ ぶ れ 溝i」(Quetschfurche)カ §生 じて い る

が,四 条 オ オ ム ギ に は 「馬 蹄 形 の くぼみ 」(hufeisenformigeEintiefung)が

あ り,ハ イ タ ビュ ー一の 資料(Quellen)で は は っ き り と 「馬 蹄 形 の くぼ み」 が

認 め られ る9)。 当 時 ハ イ タ ビ ュー 集 落(Ortschaft)が 緊密 な交 易 で結 ば れ て

い た ドレ シ ュ タ ー ト(Dorestad)に 二 条 オ オ ム ギが 多 量 に 出土 す るが,そ れ
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は ハ イ タ ビ ュ ー に は現 れ ず,ハ イ タ ビ ュ ー の 四条 オ オ ム ギ の苞 穎 基 盤 か ら穀

粒 上 端 まで の穀 粒 の 長 さが 平 均5.16㎜ と短 か く,栽 培 の行 な わ れ て い た 農 民

定 住(bauerlicheSiedlungen)の テ イ ム(Timm)で は5.53㎜,ヴ イ ー クボ

ドス ブ ー ル(Wiegbodsbur)で は5.52㎜,ア ル ヒ ズ ム(Archsum)5.80㎜,

ミデ ル ス(Middels)5.35㎜,メ ク レ ンブ ル ク(Meklenburg)5.71㎜ な ど と

は異 な り,栽 培 に と って 極 端 に悪 条件 の 盛 り土 定住(Wurt)で あ る北 ドイ ツ

の エ リーゼ ンホ ー フ(Elisenhof)に お け る5.00㎜ に近 い9)。 ハ イ タ ビ ュ ー で

は,中 世 初 期 に ラ イ ム ギ 栽 培 が 比 較 的 大 規 模 に導 入 され る ま で,彼 らの独 自

な栽 培 穀 物 と して の 四 条 オ オ ム ギが 主 に栽培 され て い た こ とが,確 実 で あ る。

しか し,そ の 集 落 の発 掘 され た 中 心 部(Kern)の 住 民 に は,脱(打)穀 場(所)

(Dreschtenne)跡 が 見 出 さ れ て お らず,脱 落 した 紡 錘 糸 が穀 粒 の0.24%に す

ぎ な い 遺 跡 ・遺 物 の 状 況 に依 拠 して,中 心 部 に 居 住 して い た 手 工 業 者,商

業 ・交 易 従 事 者 自身 で 四 条 オ オ ム ギ を栽 培 した と は考 え に く く,お そ ら く発

掘 地 点 近 辺 に畑 が 存 在 し,こ こ に住 ん で い た 人 び と に よ っ て 農 業 が 営 ま れ,
もくぼう

分 業 が 生 成 して い た で あ ろ う と推 測 さ れ る 。 脱(打)穀 用 の 回 転 木 棒
きつち きね

(且olzkeule)と 木 槌(杵)(Drechselrohling,Dreschs七ampfer,-hammer,

す く

threshingmallet,-pounder)(〔 図7〕1,2),さ ら に 粒 状 の も の を掬 う小 ス

コ ッ プ(Holzschaufel ,scoop)(同3)な ど の 農 業 に か か わ る生 活 用 具 の 出 土10)

が,そ れ を 傍 証 す る 。

ハ イ タ ビ ュ ー に お い て,9世 紀 か ら11世 紀 に 至 る 時 期 に つ い て 確 認 さ れ た

動 物 の 骨 の う ち,220,837個,全 体 の92%が 家 畜 哺 乳 動 物(Haussaugetiere)
ウレア くウレルラ

の 骨 で あ る 。 そ の 内 訳 は 〔表2〕 に 示 さ れ る 。 原 牛(itaurus

primigenius,Ur,urus,野 生 オー ロ ックスWildauerochse,auroch[s])の 家 畜

化 が,ギ リ シ ャ の ア ル ギ ッサ ーマ グ ラ(Argissa-Magula),ネ ア ・ニ コ メ デ イ

ア(NeaNikomedeia)で 前6,000年 に,ア ナ トリ ア の チ ャ タ ル ・フ ユ ッ ク

(ヒ ュユ ク)(fatalH血yαk)で 前5,800年 に な ど行 な わ れ て 以 来11),中 世 半 ば に

けんいん だ に

至 る まで,早 期 か らの 良好 で はな い飼料 ・飼育 条件,厳 しい牽引 ・駄荷 ・運

搬動 物 と して の過酷 な使役 に起 因 して,ハ イ タ ビュ ーの この時期 の ウ シは,
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峯

糞

一 轍

もくぼう き つち きね

2.脱 穀 木 槌(杵)(Drechselroling,rolling}(Hol.zkeule,1.回転 木 棒

threshingmallet)3.粒 状 物 を 掬 う小 ス コ ッ プ(Holzschaufel,scoop)

〔図7〕 木 製 の 生 活 用 具(K.Schietzel,H61zerneKleinfundeausHaithabu,

(Ausgrabung1963-1964),in:BerichteabetAusgrabungeninH.,Bericht4,

1970,S.84,85,1・.6,5.86Abb.7に 基 づ き 作 成 。)
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4.ト ネ リコ,オ ー ク,ハ シバ ミ,ブ ナ な どの材 か ら薄 く剥 い だ折板 を接 ぎ合 わせ て作 ら

れ た容器(Spanschachtel)の 復 元5.そ の 円形 側 面板 に施 された平 行線 ・斜 線 の格 子

模 様,編 み紐 模 様 の装飾
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〔表2〕 ハ イ タ ビ ュ ー に お け る 家 畜 哺 乳 動 物 の 骨 の 絶 対 数 的,相 対 数 的 出 土 頻 度(出 土率)

(absoluteu.relativeHaufigkeitder且aussaugetiere)

KnochenzahlMindestindividuenzahl

(KNZ)%(MIZ}%

ウ シ(Rind)

ブ タ(Schwein)

ヒ ツ ジ/ヤ ギ(Schaf/Ziege)

ウ マ(Pferd)

イ ヌ(Hund)

ネ コ(Katze)

86524

99963

31666

737

1005

942

39.2

45.3

14.3

0.3

0.5

0.4

2528

6250

860

58

100

123

25.5

63.0

8.7

0.6

1,0

1.2

合 計220837100合 計9919100

(BerichteuberdieAusgrabungeninHaithabu,Bericht17,1982,S.15,Tab.2に 基 づ

き 作 成 。)

〔表3〕 ハ イタビューにおける家畜哺乳動物の推定生存 年齢(屠 殺 ・死亡年限)

Grabungsbereich(Gb)1-3

n% n

(Gb}7-9

%

ウ シ(RIND)

bis14Monate

bis3Jahre

ab3Jahre

137

351

1123

8.5

21.8

69.7

440

342

rOOO

24.7

19.2

56.1

合 計

ヒ ッ ジ/ヤ ギ(SCHAF/ZIEGE)

bisgMonate

bis2Jahre

ab2Jahre

161

216

513

1535

100合 計1782

9.5

22.7

67.8

454

486

840

100

25.5

27.3

47.2

ブ タ(SCHWEIN)

bislJahr

bis2Jahre

ab2Jahre

合計 2264

417

1440

1124

100合 計1780

14.0

48.3

37.7

1349

4667

2857

100

15.2

52.6

32.2

合 計2981100合 計8873

(Ber.u.・.inH.,Bericht17,S.43,Tab.17に 基 づ き 作 成 。)

100
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肩 ま で の 高 さ90-130c皿,平 均100な い し110cmと い う ウ シ の 体 高(体 格)の 変

性(Degeneration),短 縮 後 退(Degression),倭 小 牛 化

(Zwergrindwachsung)が み ら れ,ほ っ そ り と し て ス リ ム な 体 形 で あ っ た 。
と さつ

当 時,屠 殺 に よ って1頭 で ウ シ約100kg,ブ タ約38kgの 肉 の供 給 が あ った と推

定 され12),〔 表3〕 に示 され る よ うに,生 育2年(歳)以 上 の ブ タは ウ シ,ヒ ツ

ジ/ヤ ギ に比 べ て 生 存 が 少 な く,ブ タ も重 要 な 肉 供 給 の対 象 とさ れ て い た こ

とが 分 か る。 骨 の 総 数(Knochen[gesamt]zah1=KNZ)と 最 も少 ない 頭 数 に

見 積 っ た場 合 の 最低 個 体 数(Mindestindividuenzahl=MIZ)か ら判 断 して,

ウ シ は ブ タに次 い で,2位 を 占め た が,1頭 の ウ シか ら1頭 の ブ タの2.5倍 の

肉 が 供 給 さ れ,全 体 で 〔表2〕 の 頭 数 と上 記 の 肉 供 給 量9に 基 づ い て ウ シ

2,528×100対 ブ タ6,25σ ×38,前 者 の 後 者 に対 す る約1.06倍,つ ま りウ シ とブ

タ はハ イ タ ビ ュー 住 民 の 肉 需 要 を と も にほ ぼ 同程 度 満 た して い た と算 定 され

得 る。 当時,こ の 地 域 一 帯 で は ウマ,イ ヌ,ネ コ も肉供 給 対 象 に関 連 したが,
とど

飼 われた頭 数がMIZ評 価値 で1%内 外 に止 まってい た。

家 畜 の なか で ウシ は,た ん に肉の供給 だ けで は な く,特 別 な位 置 を 占め,

肉,骨 骸,雌 牛(経 産牛Kuh)の ミルクの飲 食物 としての栄養供 給源,皮 ・

骨 ・糞尿堆 肥 ・雄牛(Stier)の 角 な どの原材料 ・肥料 の供給,そ して労働 力

補助 とされ,多 様 な利用が な された。
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第3章 農作物の夏穀 ・冬穀栽培の実態

8,9世 紀 か ら11世 紀 に 及 ぶ ハ イ タ ビ ュ ー 周 辺 の 当 時 の 土 地 は,多 様 な 地

質(GeologischeBodenbeschaffenheiten,geologica].features)か ら な り,手

工 業 と 商 業 ・交 易 の 発 達 す る ハ イ タ ビ ュ ー 定 住 〔地 〕(H.-Siedlung)の 西 方 約

のう さくぶつ

3㎞ か ら先 は,〔 農 〕作 物(Landproduk七e,crop)の 生 育 に合 わ な い痩 せ た砂

質 地 が 現 れ 始 め,他 方 ハ イ タ ビ ュ ー 定 住 か らシ ュ レー ス ヴ ィ ヒ市 と海 岸 湖
ひょうたいせ きち

(Noor)の 所 で は,氷 堆石 地(Moranenboden)の 末端 に位 置 して,石 灰 質 を

含 む粘 土質地 と砂 質地が 交互 に入 れ替 わる地 質が み られた。定住 とそ れ らの
プロ 　べ

土 地 との あ い だ の 定 住 周 辺 地 域 にお い て,い くつ か の 地 点 の 花 粉 分析 試 料 の

全 て(allePollenanalysenproben)に5.2か ら31.5%,平 均25.7%の 穀 物 花 粉

が 認 め られ,前 章 に記 され た表 示 プ ロ ー ベ の穀 物 比 率 と同様 に,花 粉 分 析 か

ら も,オ オ ム ギ が 穀 物 の大 部 分 を 占 め,ラ イ ム ギ は他 の穀 物 に比 べ て 飛 散 度

が 高 く,低 め の数 値 が 出易 いが,8.2%,コ ム ギ,オ ー トム ギ は さ らにわ ず か
ア マ

で あ る1)。 亜 麻 の 花 粉 粒(Pollenk6rner)も 見 出 さ れ,ア マ は 萌 〔皮 〕(萌 果,

こ

種嚢)が 扱 か れ る こ とな く,種 子 を 萌 〔皮 〕 か ら振 り出す こ と な く,'集 落 定住

地 へ 運 ばれ て お り2),こ の こ と は アマ が 定 住 地 近 くで 栽 培 され,遠 方 か ら運

ばれ た もの で は ない こ とを,明 示 して い る。
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穀 物 ・〔農 〕作 物 の 栽培 は,北 ヨー ロ ッパ 地 域 で は,新 石 器 時期 以 来,一 般
ま

に春 蒔 きの夏 穀 栽 培(Sommerfruchtbauoder-getreidebau)が 広 く行 な われ,

秋 蒔 きの冬 穀 栽 培(Wi.nterfruchtbauod.-getreidebau)の 伝 播 と広 ま りは所

に よ っ て 時期 的,地 域 的 に さ ま ざ まな状 態 で あ っ た 。 中 世 初 期 に,北 ドイ ッ

の 湿 地(Marschen)に お い て は,冬 の 塩 水 被 害 に対 して夏 穀 栽 培 が み られ,

砂 質 高 乾燥 地(Geest)に お い て は,冬 穀 の ライ ム ギ を栽 培 に導 入 した 影響 で,
さくもっ

他 の穀 物 の冬 穀栽培 が分布 し始 め た3)。 ハ イ タビュー に出土 した作 物 の なか

で,四 条 オオ ムギは現在多 くの場合,冬 穀,た まに夏穀 と して栽培 され,ラ

イムギ は冬穀,た だ16世 紀以 降夏穀 とされ た時期が あ ったが,現 在 は夏 穀 と

して栽培 され るこ とは稀 であ る。 これ らに関 して,ハ イ タビュー にお け る8,

9世 紀か ら11世 紀 当時の 〔農〕作物 ・穀 物の栽培 は,ど の ように行 なわれ てい

たのであ ろ うか。

ヨー ロ ッパ 大 陸で は,す で に さ まざまな野草 が生 育 ・繁茂 してお り,そ れ

きょう とう か

ら の 草 本 植 物 に,作 物(穀 物 ・爽(豆)果 ・鍬 鋤 で 耕 や した 畑 の 野 菜 ・根 菜 類

Ge七reide-,Legumen-undHackfruchte)の 種 子 が 重 ね ら れ る よ う に,い わ ば

上 作(二 重作Deckfrucht)と して,播 種 ・栽 培 さ れ て 混 在 し,野 草 は 緑 肥 と

な り,あ る場 合 は い わ ゆ る 雑 草(Unkrauter,weeds)と さ れ る に 至 っ て い た 。

しんちょく

つ ま り と りわ け 天 候 ・季 節 の 気 候 状 態,畑 に お け る作 物 栽 培 準 備 の 進 捗,最

終 の土 地 耕 作 ・畝 立 て,播 種 適 期 の把 握 の確 か さ と播 種 時 点 の実 態 な どの 耕

作 ・農 業 リズ ム(Bewirtschaftungsrhythums)に 応 じて,特 有 な雑 草 類

(Unkrautgesellschafの が 作 物 栽 培 に そ の 都 度 随 伴 す る よ う に な っ た(〔 表

4〕)。 こ の よ うな事 態 は秋 播 種 の冬 作 物 に一 層 当 て は ま り,雑 草 類 は長 期 に

成 育 し得 て,「 ム ギ 随 伴 ・寄 生 野 草 菌 糸体 」,Secalietea`グ ル ー プ を なす に至

っ た。 当 時 のハ イ タ ビ ュ ー にお い て,ヨ ー ロ ッパ 地 域 で 古 くか ら畑 の雑 草 化

さ れ,1年 草(1年 生)・2年(越 年)草(2年 生)さ らに は多 年 草(多 年生)で

もあ った 草 本植 物,ナ デ シ コ科 ア グ ロス テ マ属 の ム ギ セ ン ノ ウ(Agrostemma

githagoL,Straussgras,ben七grass),ヨ ー ロ ッパ 大 陸 原 生(産)で1・2・

多 年 草 の イ ネ 科 ス ズ メ ノ チ ャ ヒ キ 属 類 の,た と え ば カ ラ ス ノ チ ャ ヒ キ
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(28)

(Bromussecalinus,Acker-od.Roggentrespe,chees,Smoth-rye),同 じ く ヨ

ー ロ ッ パ 原 生1年 草 の タ デ 科 ソ バ カ ズ ラ(FallopiaconUOIUUIus)
,ア ブ ラ ナ

科 ダ イ コ ン 属 多 年 草 ハ マ ダ イ コ ン,イ ネ 科 カ モ ガ ヤ 属 オ ー チ ャ ー ド グ ラ ス

(Scleranthusannuus,Caryophyllaceae,Knauelgras,orchardgrass),さ ら

に マ メ 科 ソ ラ マ メ 属 ス ズ メ ノ エ ン ド ウ(Viciahirsuta,Zitterlinse,

Ervenwicke,Brillenlinse,commonhairytare),同 属 の カ ス マ グ サ(Vicia

tetrasperma,Lensen-Wicke,Faden-Linse,ViersamigeErve,lentiilare,

smooth七are),あ る い は キ ク 科 ヤ グ ル マ ギ ク 属 多 年 草 の ヤ グ ル マ ギ ク

(Centaureacyanus,Kornblume,Chiromon,cornflower,bluebottle)な ど

が,,Secalietea`グ ル ー一プ に 這 入 っ て い た 。 さ ら に シ ソ 科 チ シ マ オ ド リ コ ソ ウ

類(Galeopsissegetum),タ デ 科 ス イ バ 属 多 年 草 の ヒ メ ス イ バ(Rumex

aeetosella,Kleiner-Ampfer,sheepsorrel,sour-dock,sourgrass),マ メ 科 ソ

ラ マ メ 属 越 年 草 の ヤ ハ ズ エ ン ド ウ(Viciaangustifolia,Trieurwicken),ア ブ

ラ ナ 科(Cruciferae=Brassicaceae)カ ラ シ ナ 属(Sinapis)タ マ ガ ラ シ

(NesliapaniculataDesv.,Rundkopfsenf,roundheadmustard)な ど が 加 わ

っ て い た 。

くわす き

他 方,夏 穀 畑(Soxnmergtreidefelder)と 鍬 鋤 で 土 を掘 り,土 を添 え掛 け る

爽 果 ・根 菜 作 物 畑(Legmen-u.Hackfruchtefelder)で は,春 あ る い は さ ら に

遅 れ て 耕 作 ・播 種 ・植 付 け が 行 な わ れ,そ の 土 地 耕 作 ・農 業 リ ズ ム に よ っ て,

い ろ い ろ な 畑 の 外 観 に も か か わ ら ず,総 じ て い わ ゆ る 鍬 鋤 雑 草 畑

(Hackunkraut-Fluren)に 随 伴 ・混 在 し た タ デ ーア カ ザ(Polygono-

Chenopodietalia)グ ル ー プ を な し た 草 本 植 物 が 現 れ た 。 ヨ ー ロ ッパ 大 陸 原 生

の ム ラ サ キ 科1・2・ 多 年 草 の ア ン チ ュ ー サ(AnchusaarvensisL.,

bugloss),ア カ ザ 科1年 草 の ハ マ ア カ ザ 類(Atriplexpatula-Typ,Malde,

orach),同 科 多 年 草 の シ ロ ザ(シ ロ ァ カザChenopodiumalbumL.,lambs-

quarters),シ ソ科 チ シ マ オ ドリ コ ソ ウ 属 イ タ チ ジ ソ(Galeopsistetrahit/

8、ρθcεosα,Handnessel,hemp-nettle),ア カ ネ 科 ヤ エ ム グ ラ(Galium

aparine,Labkraut,bedstraw),タ デ 科 ミチ ヤ ナ ギ(Polygonumaviculare,
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Vogelkn6terich,Wegetritt,Blutkraut,blood-wort,knotgrass),同 科 サ ナ エ

タ デ(Polygonumlapathifolium,Ampfernoterich,Filzknoterieh,black-

heart,palepersicaria),同 科 多 年 草 の ハ ル タ デ(P.persicaria,redshand),

イ ネ 科 の エ ノ コ ロ グ サ(ネ コ ジ ャ ラ シ)な い し そ の 変 種 の ハ マ エ ノ コ ロ

(SetariauiridisL.,P.),ナ デ シ コ科 オ オ ツ メ ク サ 属1年 草 の ノハ ラ ツ メ ク サ

(&ρe㎎ ●πZα αroεη8∫8,Spark,spumy,houndberry),同 科 ハ コベ 属 越 年 草 の コ

ハ コベ(Stellariamedia,Vogel-Miere,MiereMeyer,chickweed-hennebit,

white-birds-eye),こ れ ら に ア ブ ラ ナ 科 越 年 草 の グ ンバ イ ナ ズ ナ(Thlaspi

arvense,1(lasper,Bauernsenf,fieldpennycress,fanweed,stinkweed),ア

カ ザ 科 コ ア 市 ザ(Chenopodiumficifolium,Feigenblattriger,C-angefuss),

イ ネ 科 の コ ツ ブ キ ン エ ノ コ ロ(Setariaglausa),ナ ス 科1年 草 で,全 草 に 毒

性 の ソ ラ ニ ンsolanineを 含 ん だ イ ヌ ホ オ ズ キ(SolanumnLgrum,

Nechtschatten,Hunddespere)な どが 加 わ り,こ れ らが 畑 野 草 ・草 本 植 物

(Hackfruchtkrauter)と して,夏 穀 物 ・作 物 に 随 伴 ・混 在 し た 。 ソバ カ ズ ラ,

ハ マ ダ イ コ ン,オ ー チ ャ ー ドグ ラ ス,ス ズ メ ノ エ ン ドウ は 夏 穀 物 ・作 物 に も,

イ タ チ ジ ソ,ヤ エ ム グ ラ,ノ ハ ラ ツ メ ク サ,コ ハ コ ベ は 冬 穀 物 ・作 物 に も随

伴 す る よ う に な っ て お り,こ の よ う に 多 くは 両 グ ル ー プ の1つ に,場 合 に よ

っ て は 適 応 に よ っ て 他 グ ル ー プ に も属 す る こ とが あ っ た が,両 グ ル ー プ の 草

本 植 物 は,全 体 的 に み て,そ れ ぞ れ 夏 穀 ・冬 穀 そ れ ぞ れ の 栽 培 畑 に 係 わ っ て

姿 を 現 し て い た 。 諸 穀 物 は,焼 け て 炭 化 す る 以 前,分 け られ て 貯 蔵 さ れ て い

た 形 跡 が あ り,そ れ ら の 穀 物 が 調 理 の 過 程 で 混 合 し た 事 態 が 証 明 さ れ て お

プ ロドベ

り4),試 料 の 資 料(Materials)に そ の 混 合 の 事 態 が 反 映 して い るけ れ ど も,

オ オ ム ギ とオ ー トム ギ の 高 い 割合 を示 す た とえ ば試 料Nr.114,ほ とん どが 純

粋 に ム ギ は オ オ ムギ で あ るNr.411な どの も とで,夏 穀 随 伴 雑 草 の 割合 の 数 値

が と くに高 い 。 オ ー トム ギ だ け で な く,オ オ ム ギ が 部 分 的 に冬 穀 で あ っ た場

合 も排 除 で き な い けれ ど も,オ オ ム ギ,オ ー トム ギ は,随 伴 した 草 本 植 物 に

基 づ い て,一 般 的 に 夏穀 と して栽 培 さ れ て い た こ と5)が 認 め られ る。 ラ イ ム

ギ につ い て は そ の比 較 的 高 い割 合 の試 料Nr.112,115,134に,冬 穀 随 伴 雑 草
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の割 合 の 数値 が 高 く,カ ラス ノチ ャ ヒキ,カ ス マ グサ,ま た試 料Nr.112以 外

は,ム ギ セ ンノ ウが 含 まれ,こ れ らは ラ イ ム ギ が 冬 穀 と して 栽 培 さ れ て い た

こ とを証 明す る。
コケ せんたい

定 住 地 近 辺 に 出 土 し た 苔 植 物(群 苔植 物,一 類Bryophyta,Bryophten,

Moos,bryophy七es)の 塊 りに,オ オ ム ギ,ラ イ ム ギ の花 粉 が付 着 し6),こ れ

は定 住 地 近 辺 に存 在 した畑 が,そ の地 域 の農 家(Hofen)の 人 び とに よっ て農

場 と して経 営 さ れ て い た こ と を推 測 させ る。 と ころ で,他 の 場 所 で 出 土 した

炭 化 穀 粒 は,複 数 種 類 の混 っ て い る こ とが 指 摘 され て お り,そ れ らの穀 物 の

栽 培 は,上 記 の 苔 植 物 の 塊 り地 域 で 混 作(Gemengeanbau)で あ っ た か,

別 々の畑(getrennteFlelder)で 栽 培 され て い た の で あ ろ うか が,問 わ れ る で
い

あ ろ う。 ラ イ ム ギ は,上 記 の よ う に大 部 分 が 多 条 オ オ ム ギ と一 緒 に妙 られ,

焼 き焦 が され た 調 理 過 程 の 結 果,混 入 した とみ られ るが,炭 化 穀 物 の調 査 か

ら,そ こで の試 料 毎 の 穀粒 の 混 合 割 合 は,多 条 オ オ ムギ は0～100%,そ の う

ち5試 料 が90%台,2試 料 が80%台,ラ イ ム ギ は0～100%,1試 料 が90%

台,オ ー トム ギ は0～20%,2試 料 が18%以 上,な お ア マ は8試 料 全 て が

100%で あ る7)。 炭 化 穀 ・種 粒 試料 の も とで,1種 の穀 物 とア マ が圧 倒 的 な割

合 で あ る場 合 が 多 く,従 っ て 栽 培 の 際 の 一 般 的 な 混 作 は,冬 ・夏 穀 か ら も,

試 料 分 析 か らみ て も,行 な わ れ て い な か っ た とい い 得 る。 こ れ らの 調 査 ・検

討 結 果 か ら,ハ イ タ ビュ ー で は,作 物 はそ れ ぞ れ別 々 の畑 で 栽 培 され た こ と

が 理 解 され る。 収 穫 量 に関 して,の ち の14～16世 紀 初 期 のユ ラ ン(ユ トラン ド

半島)に お け るそ れ ぞ れ の畑 で 栽培 され た穀 物 の収 穫 高 が,播 種 に対 し,オ オ

ム ギ1:2.6,ユ ー ラ ン南 部 で1:3.4,ラ イ ム ギ1:3.6な どの 割合 で あ る8)

の で,ハ イ タ ビュ ー の 時期 に は,割 合 は これ ら よ り低 か った と も考 え られ る

が,畑 は定 住 近 辺 各 地 に,畑 毎 の冬 穀 ・夏 穀 栽培 に よ っ て,全 体 で 集 落住 民

の食 糧 を支 え る,四 条 オ オ ム ギ を 中心 と した そ の地 域 特 有 の 比 較 的 広 い 〈集

落 エ リアの 食 糧庫(栽 培地)〉 の存 在 して い た状 態 が,確 実 で あ ろ う。
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第4章 製陶,織 布,靴 作 り,染 色,編 み仕事,網 作 りの手工業の

発達

ハ イ タ ビ ュ・一(Haiδaby)の 半 円墜 塁 壁 外 の 南 側 に,塗 塁 壁 内 の定 住 よ り

早 い8世 紀 か ら9世 紀 に住 ま わ れ た い わ ゆ る南 定 住 〔地 〕(SUdsiedlungvon

H.)(〔 図2〕 右 下 近 く)に,遅 く と も8世 紀 末 か ら.9世 紀 初 め の 土 器

(Tonge飴B)・ 陶器(TopferwarenandKeramik)が 出 土 し,こ の 南 定住 は9

世 紀 の 経 過 の うち に放 棄 され た1)。 ハ デ ビ ュー 海 岸 湖(且addebyerNoor)の

南 西 の乾 燥 砂 質 地 か ら東 へ 延 び た 張 出 し部 分 東 端 に,南 定 住 は位 置 して い た。

北 の細 流 は湖 へ の 注 ぎ口前 で,低 湿 地 を な した 。 深 さ1mに 近 い もの もあ る

竪 穴 建 物(Grubengebaude規 模 約3.5×3弱 ㎡)は 住 居 付 属 建 物

(Nebengebaude)か 貯 蔵 室(Keller)で,前 者 に お い て 土 器 ・陶 器 製 造,衣
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服 仕 立 ・靴 仕 事,鍛 冶,大 工 仕 事 な ど の 手 仕 事 の 発 達 し た 家 内 手 工 業

(hauslichesHandwerk)カ ミみ られ た 。 骨 角 加 工 の形 跡,號 珀(Bernstein)
かたど

の 原 材 料 と半 製 品,ク 「ロー バ ー の 葉 を 象 る 飾 り留 め ピ ン(Kleeb].attfibel)の

はず
金 属 鋳 型 の破 片,青 銅 や 鉛 の 棒 状 地 金,糸 紡 ぎ 〔の 弾 み〕 車(Spinnwirteln)

や 機 織 り錘(Webgewichte)な どが残 され て い る2)。

マ イ エ ナ ー 玄 武 岩(MayenerBasaltlava)や 二 枚 貝 類 破 片 ・粉 末

(Muschelgrus)の 混 入 した 陶 器 は ライ ンラ ン トか ら,ス ケ ア ッ タ(Sceatta)

硬 貨3)は フ リー ス ラ ン トを経 由 して,ノ ロ ジ カの枝 角 片(GewichtstUck)は

ス カ ンデ ィナ 〔一〕 ヴ ィ アか ら,輸 入 され た もの で あ る4)。 こ れ らに よ っ て

ハ イ タ ビ ュ ー が 広 範 な交 易 圏 の な か に あ っ た こ とが 分 る。 ハ イ タ ビ ュ ー の 南

定 住 出土 の 陶器 は,大 部 分 が 北 海 南岸 の北 ドイ ツ地域 の 陶器 グ ル ー プ に属 し,

主 と して シ ュ ラ イ(Schlei)峡 湾 を 臨 む シ ュ レー ス ヴ ィ ヒ,ザ ク セ ン ・ブ リ

ー ス 系 の ゲ ル マ ンの 人 び と に よっ て 作 られ た 品物 で
,9世 紀 に そ の 土 地 の 陶

器 が66%を な し,北 ドイ ツ北 海 沿 岸 と内 陸 地 域 の 二 枚 貝 類 破 片 ・粉 末 混 入,

真 珠 入 りモ ザ イ ク ガ ラス(Millefioriperle)な どの 特徴 を示 し,他 の北 ゲ ル マ

ンの ユ ラ ン(デ ンマーク)人 の 陶 器 が17%,ス ラ ヴ人 の 陶器 が15%,つ ま りそ

の 土 地 の ものが2/3,ユ ラ ン人 とス ラ ヴ人 の もの が 合 せ て1/3弱 で あ る。

と にか くハ イ タ ビ ュ ー は ライ ン川 流 域 の 内 陸 お よ び東 欧 とヴ ェス トフ ァー レ

ン,ブ レー メ ン,ハ ン ブ ル クか ら シ ュ レー ス ヴ ィ ヒ 篇ホ ル シ ュ タイ ンを経 由

して ユ ラ ンへ 及 ぶ 交 易 の 広 が りの 交 差 ・接 合 点(Handelskreuzungu.

-verbindungspunkt)に あ っ た の で ,こ の 関係 の も と に,輸 入 品 と独 自の生

産 物 が 考 察 され る こ とに な る。
は

彼 らの も とで,布 が 織 られ,ま た多 様 な靴 が 作 られ,履 か れ て い た 。 有 機

物 出土 資 料 の なか に,繊 維 製 品 の織 られ た布(Textilien,Textiltuch,textiles,
なめし がわ

織 物Gewebe,fabrics),靱 革 製 品 の 革 紐(Lederriemen),革 靴

(Lederschuh)な どが あ る 。 た と え ば あ る ア マ 製 の 布 は繕(撚)っ た 糸 の 太 さ

(番手)が 縦(経)糸(Kette),横(緯)糸(Schu13)と も に1.5㎜ を 正 確 に 直 角

に 交 互 に組 み 合 わ せ た 平 織 り(Einfachgewebe,plainweave)に 織 っ た も の
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-

瓦

〔図8〕 ハ イ タ ビ ュ ー 出 土 の9世 紀 の 亜 麻 製 布(1)と 山 羊 靱 革(Ziegenleder)製 靴

(1～VI)の 遺 物(灰 色)部 分 を 含 む 裁 断 復 元 図(Rekonstruktionendes

Schnittes)と 雛 型(Modell)(R.Ullemeyer,Textil-u.Lederfundeaus

Haithabu,in:s,iu.(孟A爾g.inH.,...4,1970,S.57,Abb.1,2,S.59,Abb.3,

5.61,Abb.S,5.62,Abb.6,5.66,Abb.14)
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で(約8cm×22.5cm〔 図8〕1),他 の羊 毛 を材 料 と した毛 織 物 の布 で は縦 糸

0.8㎜,横 糸2.0㎜ で,衣 服 に手 仕 事 で縫 い上 げ られ,継 ぎ布(当 て布Flicken)

を縫 い付 け,繕 い の行 な わ れ た 形 跡 が 認 め られ る(〔 図9〕 皿)。 発 掘 地 域 の
ナ イ フ さや

腐 植 〔質 〕 土 に保 存 さ れ,多 数 の革 製 品,靴 ・短 刀 の 鞘 ・革 紐(帯 ・バ ン ド ・
ほどこ

ベル ト),加 工 の 施 され てい な い皮,裁 断 の 際,落 ち た残 り皮 な どが 出土 した。

や ぎ

ほ と ん ど が 山 羊 の 皮(Ziegenleder,キ ッ ドKid)を オ ー ク の 樹 皮

か く と

(Eichenrinde,oakbark)や 実(Eichel,acorn)の 殻 斗(Walone)の 煮 出 し

しん ぴ

液(汁)で 靱 して,獣 皮 の真 皮 層 を用 い た皮 革 製 靴 は,1枚 の皮 革 か らな る靴

(〔図8〕II,皿),上 ・側 部 を覆 う部 分 と靴 底 か ら な る靴(〔 同 図 〕IV,V),

上 部,側 部,靴 底 の3部 分 か らな る靴(〔 同 図 〕VI)で あ り,足 の形 に合 わせ

て巧 み に型 取 り,し か しあ る1つ の 型 の靴 が 同 一 の 裁 断 の型 に よ る もの で は

な く,多 様 な外 観 を呈 し,そ れ ぞ れ が い わ ば逸 品(Einzelstuck)を な して い
まち

た。 出土 した この ような靴 がいず れ も針 を刺 した穴,縫 い 目,福(三 角布)を

入 れ るな ど手作 りで あ り,消 耗 した部分 は補正 ・修理 され,使 い古 され,底
す とど

も摩 り減 る まで用 い られた形跡 を留 めてい る。
ア マ あまがわ

亜 麻,羊 毛(ウ ー ルWollen,wool),オ ー ク樹 の 外 ・表 皮 下 の 軟 か い 甘 皮

じん ぴ

(内 皮 ・靭皮Eichenbast,oakbast,-phloem)な ど を材 料 と した 糸 は,く る み

(胡桃)樹 皮(Walnul3schalen)の 煮 出 し液 で 榿 系 茶(く るみ)色 な ど に 染 め ら

れ た り(先 染 めyarndyeing),2本 以 上 の 糸 を 繕(撚)り 合 わ せ て 丈 夫 な 撚 糸

(Zwirn,twine)と さ れ た も の な どが あ り,織 物(Gewebe,textile)に は,縦

(経)・ 横(緯)糸 が そ れ ぞ れ1本 ご と に 上 下 に 交 差 して い る 平 織 りの,太 糸 と

うね め あぜ

細 糸 に よ っ て 布 面 に 縦 ま た は 横 の 畝 目 を 織 り 出 し た 畝 織 り(畦 ・畔 織 り

Ripsbindung,Rainweben,ribbedfabrics,rep,ピ ケpique,ポ プ リ ンpoplin),

そろ

縦 ・横 糸 各2本 以 上 を 引 き揃 え て 織 り,織 り 目 ・手触 りが粗 く,ざ っ く り し
な な ご

た風 合 い の通 気 性 に富 む 平織 の斜 子(魚 子)織 り(basketweave平 織 りの変化

あや

織 り)の ほか,縦 ・横糸 の片 方 を1糸 浮かせ て,斜 め線 の織 り目綾 を織 り出 し
しゅ

た綾 織 り(K6perbindung,twill),縦 ・横 の 片 方 を長 く数 糸 浮 かせ て織 っ た儒

す

子 織 り(Satinwebung,satinweare)の 織 物 三 原 組 織 が,織 り 出 さ れ て い た 。
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ま た,編 む こ と(Flechtung,Handarbeit)が 行 な わ れ,棒 〔針 〕 編 み

(Stricken,Hakelarbeit)で は,表 目 と裏 目 を 一・段 ご と に 交 互 に 編 み,編 み 地
ひら

の 片 側 が す べ て 表 目 か 裏 目 に 連 続 し て 仕 上 る 平 編 み(素 ・表 編 み
す く

Flachstrikken,plainknitting,メ リヤス編みstocknette),糸 を前 段 の掬 う針

目の 手 前 に渡 し,向 う側 か ら針 に掛 て裏 面 に引 き抜 き,目 を作 っ て 編 み 進 め

た裏 編 み(Riickseitstrikken,purlstitch)が 行 な わ れ,染 色 ・織 り(染 織)・

編 み に よ っ て,そ れ ぞ れ の 用 途 適 合 の な か に,手 仕 事 に基 づ く基 本 的 な織 り

模 様,編 み模 様 を創 り出 して い た 。

出土 したハ イ タ ビ ュー 港 湾(HafenvonH.)地 帯 と こ こで の 防水,清 掃 に

多 量 に再 利 用 され た もの で あ っ た こ とか ら考 え て,そ の住 民,と りわ け手 工

業 者,商 人 た ち に よっ て用 い られ て い た 日常 の服 装(衣 装)品 で あ っ た とみ ら

れ て い る5)そ れ らの織 物(Gewebe)の 布 地(Tuch)は,し ば しば染 色 の行
とど

な わ れ た 形 跡 を 留 め,細 糸 で 綿 密 に し っ か り織 ら れ た も の が 織 り密 度

(Webdichte)2cm幅 当 り縦 糸28～41本,横 糸8～16本,織 り密 度 の 中 程 度

の もの が 縦 糸22～26本,横 糸11～14本,目 の粗 い ものが 縦 糸10～17本,横

糸9～11本 で,〔 図9〕1は 綿 密 に綾織 りで織 っ た布 地,Hは 中程 度 の密 度 で,

一 部0方 の 糸 に 太 糸
,他 方 の 糸 に 細 糸 を使 っ て 畝 織 りで 織 っ た布 地 で あ る 。

皿 は男 性 用 シ ャ ツ(Mannerhemd)の,縞 模 様(Gestreift-Muster)を 帯 び,

各 所 が 糸 で縫 合 され た腰 下,右 側 の 太 股 に及 ぶ 部 分 で あ る。 この 皿 の写 真 中
まち

央 上 部 に福(Keil,gore)を 当 て て補 強 し,写 真 左 側 に は っ き り分 る よ うに,

い くつ か の縫 い 目(Nahte)が あ り,写 真 部分 だ けで も5枚 の 布 が 縫 合 わ され

しゃもん

て い る 。IVは 山 折 れ 綾 織 り(Spitzk6per,Webkante)で,斜 文(杉 綾,ッ ィー

ドtweed,ヘ リ ンボ ー ンherringbone)の 模 様 の 生 じつ つ あ る 〔巻 き 〕 帯

(Wi.ckelbander),腹 ・胴 巻 き(Leibbinde)で,長 さ118c皿,幅8.5cmの も の
ひざ ふ く はぎ おも

もある6)。Vは 膝 か ら膨 ら脛,さ らに足 首 までの部分 を巻 いた布 の表 て面 と
うし

紐 。Wは 女 性 用 ジ ャ ンバ ー ス カ ー ト(Tragerrock)の 裏 ろ 部 分,皿 は ズ ボ ン

の 残 り部 分(Hosenrest)とK.シ ュ ラ ボ ウ に よ る ズ ボ ン の 描 画7)で あ る 。

す
網 部 分(Netzst茸ck,網 製 品Netzwerk)が 出 土 し,網 結 き(網 編 みnetting),
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から わ
絡 め 編 み(liIlking),輪 編1み(looping)は 〔図10〕1,1,2,3-6,網

糸(Netzgam)の 走 り(延 び)具 合 と編 み 目(Maschen)・ 結 び 目(Knoten)

は 同 図H,皿 に 示 さ れ る 。 一 般 的 な編 み ・結 び の 諸 型 は1の よ う で あ り,網

はか

糸 の太 さや長 さは指や手 の幅 で測 られ,1.枠 が しっか りしてい る と安 定す る
ねじ から

引 っ掛 け(Einhangen),2.片 方 を捻 っ た絡 み 合 わせ(Verschlingen),3.片

方 を結 び状 に して編 み,結 ん だ網,4.片 方 の編 み ・結 び方 向 を変 えて 網 糸 を
こま

通 した小 問 結 び(Kreuzknoten),5.ア ジ アの 漁 網(Fisch-od.Fangnetz)に

多 く用 い られ た網 糸 の 双 方 を絡 み 通 した小 間結 び,6.近 代 に な っ て多 く用 い
しょっ こう くく

られ た織 工 結 び(Weberknoten)で あ る 。網 糸 の 編 み 目 ・結 び 目 を作 っ て括

り締 め る(anknoten)技 術 が 窺 え る。 ハ イ タ ビュ ー 出土 の網 は,特 有 で,H,

皿が 多 く,IVは3本 の 繕(撚)糸(Zwirne)を3回 撚 っ て作 られ た 網 の雛 型

で あ る 。 目の 大 き な もの は漁 網 とい う よ り も,狩 猟 の 張 り網(Jagdne七ze),

港 な どで の 運搬 網(Transportnetze)と して用 い られ た8)と み られ る。

注

1}H.Steuer,DieSudsiedlungvon.1Yaithabu.Studienzurfruhmittelalterlichen

KeramikimNordseekicstenbereichandinSchleswig-Holstein,Neumunster1974,

S.11,33ff.

2)H.Steuer,a.a.O.,S.162f.

3)7世 紀 末,Englandに 始 ま り,8世 紀 前 半 にAngelsachsen,Friesen,Danen,

Frankenら に よ っ て 銀 貨 に 刻 印 さ れ,フ ラ ン ク 王 国,ネ ー デ ル ラ ン ト,西 ・北 ド

イ ツ 地 域 部 分 的 に デ ン マ ー ク,ス ウ ェ ー デ ン へ 伝 播 し,ペ ニ イ(Penny,ペ ニ ヒ,

プ フ ェ ニ ヒPfennig)と 解 さ れ,通 用 し た 。1.3-1.Og.8世 紀 に 銅 を 含 む よ う に な

っ た 。

4)且.Steuer,α.α.0.,S.162.

5}1.Hagg,Die7'extilfundeausdemHafenvonHaithabu.Berichtefiberdie

AusgrabungeninHaithabu,Bericht20,Neumunster1984,S.11.

6)1.Hagg,a.a.O.,S.27f.

7)K.Schlabow,TetilfundederEisenzeitinNorddeutschland.Gottinger

SchriftenzurVor-undFruhgeschichte15,Neumunster1976,Abb.183.

S)AndresvonBrandt,NetwerkausHaithabu,in:Berichteabetdie

AusgrabungeninHaithabu,Bericht4,S.69.
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第5章 鉱津 ・斧 などの遺物 か らみた製鉄 ・精鉄,洗 鉄 ・溶鉄 ・鍛

鉄 ・鋼鉄製造の実態

いぶ み こうし くさいラ

ハ イ タ ビ ュ ー に残 存 す る 鈍 い 燃 しの 黒 ・青 味 を帯 び た 多 孔 質 の 鉱 澤(溶 鉱

炉 鉱津 ・高 炉 澤Hochschake,金 属 の製 錬Schmelze,smelt・ 精 錬Raffinerie,

かなくそ

rifine・ 鍛 錬 且arten,temperで 出 来 た ス ラ グ ・の ろ ・鉄 の か らみ ・金 尿Schlake,

ケイ ソ

slag,scum.例 示 す る と,あ る鉱津 塊 の 内容 は酸化 鉄 ∬FeO65%,酸 化 珪 素SiO2

リン

27%,酸 化 アル ミニ ウムAl2032.8%,酸 化 カルシ ウムCaO2.4%,酸 化 燐P205

1.2%,酸 化マ グネシウムMgO1.1%,酸 化マ ンガ ンMnOO.1%で,他 の出土鉱澤塊

も化学分析結果 は似てい る1)の で,原 材料の鉄鉱石 と鉄製法 の類似が指摘 され得 る)

は,鈍 い 燃 しの 黒 味 が か っ た 部 分 が ガ ラス 状,青 味 が か っ た 部 分 が オ リ ヴ ィ

かんらんせき
一 ン(緻 檀石Oliven

,Mg,Ca,Feの 珪酸 塩 鉱物silicatemineral)の 結 晶 状 を 示
うしょう ほ ど

し て い る こ と,{と と も に,炉 床(Feuerherd),火 床(Schmiedfeuer),
ふいご ふ い ご た た ら かな しき かなどこ かなどこ

輔(吹 革 ・躇 輪Blasebalg),金 敷(金 床 ・鉄 床AmboB,anvil,Essestein,金 敷
かじ(か ぬち)て っかん かなづち てっつい

台Ambol3stocke),鍛 冶 火 箸(鉄 鉗Schmiedezeuge),金 槌(鉄 槌Hammer)

な ど の 出 土,こ れ ら は,当 時,鉄 鉱 石 の 融 解 点(Schmelzpunkt)1180～
こう くはがね}

1280℃ で 焼 成 され,打 ち延 ば され,爽 雑 物 を 除 い て い く 鋼(刃 金 ・鉄鋼 ・

鋼 鉄S七ahl,steel)製 造 の 可 能 な 鍛 造(Schmieden,forging)と 錬 鋼

(Schmiedestahl,wroughtsteel)の 鍛 冶 過 程 に か か わ る 鉱 澤

(Schmiedeschlacke,smithingslag)で あ った2)と 推 測 させ る十 分 な根 拠 と

な る 。 そ の 鍛 冶 は,7,8～11世 紀 の ノ ル ウ ェ ー,ヒ レ シ ュ タ ー ト

(Hyllestad)の 教 会(現 在 オ ス ロ ーOsloの オ ル トサ ク サ ム リ ン ク

Oldsaksamling大 学 に保管 されてい る)木 製 扉 の 「金 床 をは じめ と して諸 道 具

を伴 い,一 緒 に仕 事 をす る相 棒 の協 力 を得 て鍛 冶 の 行 な わ れ た 木 彫 り彫 刻 」

(〔図11〕)が,参 考 にな る で あ ろ う。
じ がね

ハ イ タ ビ ュ ー 定 住 の 中 心 部 で 出 土 し た9世 紀 の 鉄 の 棒 状 地 金(鉄 棒

Eisenbarren)は,直 接 製 鉄 法(Rennarbeitsmethode)の 高 炉,塊 鉄 炉
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〔図11〕7,8～11世 紀,ヒ レ シ ュ タ ー ト(Hyllestad,Norwegen)教 会 の 木 製 の 扉 に 彫

ら れ た 鍛 冶 仕 事 の 情 景(Schmiedeszene)(R.Thomsen,Essesteinu.

AusheizschlackenausHaithabu,Ber,u.d.Ausg.inH.,Beri.5,1971,5.101,

Abb.].)
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(Rennfer)や 鍛 冶 場 の石 炭(Kohle,coal)や 木 炭(且olzkohle,charcoal)で

少 な く と も1147℃ 以 上,ま た 同 世 紀 の 他 の鉄 の棒 状 地 金 は お そ ら く1200～
きた

1300℃ に熱 せ られ,ハ ンマ ー で打 ち鍛 え られ て(加 熱Erhitzung,heating・ 鍛

造工程 を経た),い くつ か の小 部 分(109以 下の もの もあ る)が 集 ま っ て 出来 た鉄

棒 で あ った3)。 金属 組 織 学研 究(metallografischeUntersuchung)に よる と,

〔図14〕1で,小 部 分 はA～Fの よ うに示 され,A,Bは 炭 素 の欠 如 した や や

軟 か い鉄 部 分,C～Fは 硬 質 の鋼 〔鉄 〕 部 分 で あ り,そ れ らが 溶 接 して はめ

込 まれ て い た4)。Cの 炭 素含 有 量 は0.56%で あ る。
おお たて おの

大(縦)斧(Axt)の 〔図12〕 の 斧(丈 ・長 さ16.5cm,重 さ6009)}ま,非 対

かたこう
称 の プ ロ フ ィー ル(asymmetrischesPro丘1,形 鋼Profits七ahl,shapedsteel)

を もつ が,1に 多 数 の 縦 溝 跡 が 認 め られ,皿 の よ うに,斧 は柄 の差 込 み 口 を

造 る に 当 た り,先 端 の 厚 さ を薄 く落 した材 質 の異 る鉄 片 を幾 枚 も,鍛 接 ・溶

接 に よ って 重 ね合 わ せ て,接 合 して(zusammenschmieden)仕 上 げ た 点 が,

極 め て特 徴 的 で あ る。 溶 接 で 繋 ぎ合 せ た所 に腐 食 が 進 む と,表 面 に,溶 接 の

継 ぎ 目(SchweiBnahte)の 線 を縦 溝 と して現 す 。斧 の 刃 部 は,炭 素0%の 鉄

板bを 硬 質 の鋼d,f(炭 素0.13,0.1～2.0%)が 曲 げ られ て二 重 に覆 い重 ね られ

(Materialiiberlappung原 材料の部分的ラッピ ング),V字 形(Keil)に 鍛 え,溶

接 され て,切 断 の 用 途 に適 合 した刃 に造 られ て い た(〔 図12〕 皿D-Dと その

切断面)。 全 体 が 重 ね られ,接 合 され た材 質 層 の炭 素 ・珪 素 ・燐 ・硫 黄 含 有 比

と硬 度(Hartegrad,hardness)の 解 明 され て い る数値 は,同 図 右 側 と,付 さ

れ た 】Vの表 に 示 され る。a,cとeは 二 様 の,d,fは 同一 の 炭 素 値 が 測 定 さ

れ,材 質 の構 成 要 素 は表 示IVの ほ か に,各 々0.01%以 下 で あ るが,マ ン ガ ン,

ク ロ ム,モ リ ブ デ ン,銅 な どが 含 ま れ て い た 。 硬 度 は ヴ ィ ッ カ ー ス 硬 度

(Vickersharte.1キ ロポン ドkiropond:kpの 負荷 に耐 え得る)値 で示 され て い

る。aは 柄 の差 込 み 口 の硬 度 と粘 性 を要 す る重 要 な枠 部 分 を な し,b,c,d

なか ご

を心 部(中 子Kernmaterial)と して こ れ らを覆 い,b,fと 溶接 で継 ぎ合 わ

せ られ て い た。 燐 含 有 の高 いbは 内部 核 部 分 をな し,同 様 のc,d,f,eを ま
やす

とめ て い た。 そ の融 点 の低 い鉄 合 金(Eisenlegierung)が 享容接 を し易 く して
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〔図 ユ2〕ハ イ タ ビ ュ ー に 出 土 し た7,8～1ヱ 世 紀 の 斧(Axt)と そ の 内 部 構 造
,各 重 ね 材

質 層 の 炭 素 ・珪 素 燐 ・硫 黄 含 有 量 比(R .Th・msen,Metal .1.。grafische

Untersuchung,,Ber,u.d.Ausg .inH.,Beri.5,5.32,Abb.1
,5.33,Abb.2,5.34,

SchicktAbb.2,2に 基 づ き 作 成 。)
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いた とみ られ る。cはa,eに 次 いで比 較的高 い炭素含有量 とaに 次 ぐ硬度 を
きょうじん

持 っ て い た 。d,fがbを 覆 っ て 刃 の 強 靱 さ を 強 め て い た 。 刃 先 エ ッ ジ

(Schneidenkan七e)か ら4cmほ どの刃 近 くの と ころ に,色 彩 の変 り目が あ り,

この ぼ か しは800℃ 以上 の加 熱保 持 と油 ・動 物 脂 肪 ・金属 硬 化 剤 に浸 した急 冷

却(Eintauchung,quench)の 焼 き入 れ(Hartung,hardening)に よっ て 出

来 た跡 で,こ れ に よ って硬 度 と強 靱 さが得 られ て い た 。

aは,銑 鉄 を型 に流 し込 ん で 固 め た擁 鉄 炉 に お い て,フ ェ ライ ト(Ferri.t,

ferriteマ ンガ ン,コ バ ル トな どの 二価 金属 イオ ンと酸 化鉄 との複 合化 合 物MO・Fee

アルフ ァ　

03,a鉄)お よ び鉄 と炭 素 を強 く熱 して生 じた セ メ ン タイ ト(鉄 と炭素 の化合

物,炭 化 鉄cementiteFe3C)の 薄 片,両 者 が 層 を な す パ ー ラ イ ト(Perlit,

pearlite)で,セ メ ン タ イ トを含 む鉄 が 鋼 で あ り,炭 素 の含 有 量 に よっ て硬 さ
もろ

が 決 ま る 。 そ の 含 有 量 が 増 加 す る ほ ど鋼 は 硬 く な る と と も に 脆 くな る 。 斧 を

構 成 す る 小 部 分 は塊 鉄 ・反 射 ・平 ・〔回 〕 転 炉(Rennfer,Re且ektor-,Flach-

od.Drehofen)で720℃ 以 上,900～1000℃ ま で1時 間 ほ ど加 熱 さ れ,フ ェ ラ

イ トとパ ー ラ イrが γ鉄 な い し オ ー ス テ ナ イ ト(Austenit)に 変 わ り,そ の

後,炉 で ゆ っ く り と冷 や さ れ る 過 程 で,c,eの フ ェ ラ イ トは 薄 片 の パ ー ラ イ

ト を 含 み,オ ー ス テ ナ イ トが 析 出 さ れ る に 至 っ た と み ら れ て い る5)。 斧 の

個 々 の 小 部 分 が1200～1300℃ の 溶 接 温 度(Schweil3temperatur)で1つ に鍛

造(鍛 接)さ れ て い た(zusammengeschmiedetwurden)。
しょうお の(こ お の)て おの

(手斧Beil,Handbeil〔 図13〕 丈 ・長 さ9.5cm,重 さ769)は,同 図小 斧

横 断面 の1,皿 が 左 右 対 称 で ほ ぼ均 整 の とれ た 形 態 を な し,1,II,皿,IV

に は,重 ね て 溶 接 され た刃 先 が 窺 え る 。 皿 の試 薬 食 刻 液 で処 理 され た 白色 の

個 所 とIVのe,9は,燐0.095,0.062%を そ れ ぞ れ含 ん だ細 か い粒 状 の フ ェ ラ

イ トで あ り,皿 の灰 色 の個 所 とIVのb,d,fは,燐 をbが0.224,fが0.136%

含 ん だ ざ ら ざ ら した フ ェ ラ イ トで あ っ て,IVに は溶 接 さ れ た8層 の 鉄 板 塊 が

み え る。 炭 素 含 有 量 はeの0.13%の ほ か は わず か で あ る。 硬 度 は ヴ ィ ッ カー

ス 硬 度 測 定 に よっ て細 か い粒 状 のa129HV◆kp,e126,g110,h

142,ざ らざ ら したb119,d96,f122の 数値 で,個 々 の硬 度 差 は小 さ
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〔図13〕 ハ イ タ ビ ュ ー に 出 土 し た7,8～11世 紀 の 斧(Axt)な い し小 斧(手 斧Beil,

Handbell),そ の 内 部 構 造 と表 面 に付 け られ た蝕(食)刻(Atzung)に よ る縞 模

様(R.Thomsen,MetallografischeUntersuchung.Eisenaxten.,S.51,Abb.14,

5.56,Abb.19)
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き め なめ

く,表 面(木 理)の 滑 らか さの程 度差 ・境 目の 目立 ち も少 な いが,構 造 組 成 上

の粒 の細 か い フ ェ ラ イ トの 違 い は,内 在 して い る6)。

鍛 冶 師(Schmied)は 鍛 冶 の 過 程 で,お の お の相 違 す る厚 さ約2㎜ の鉄 板
ひとまと

塊 を一纏 めに した上 で,鍛 冶炉(Esse)に 入 れて溶接 した とみ られ る。 出 し

て端 を延 し曲 げて,柄 の差 込み 口 を鍛造 した。他 の端 は他部 分 と ともにゆ る

やか に傾斜 をつ けて延 ば し,刃 の部分 を溶接 した。刃 の部分 はのち に修理 溶

接 された可 能性 が あ る形跡 を と どめ てい る。 この過程 で,軟 か い鉄 ・鋼 と硬
くく

い 鋼 の 括 り溶 接 法(Paketschweil3en-Verfahren)が 採 ら れ て い た 。 つ ま り,

や

貴重 な比 較 的硬 い鋼 は倹約 され,刃 部分 に用 い られ,材 料 が性 質 に よって遣
く

り繰 りさ れ て い た。 しか も,諸 層 を な す 各 部 分 が 溶 接 ・鍛 造 さ れ,し な や か

ない わ ゆ る ダマ ス カス 波 状 模 様 の 鋼(Damascus-Stahl,-steel)が 生 まれ て い

た 。 微 量 な が ら も,多 様 な構成 要 素 を含 む 材 質 自体 に加 え て,出 来 上 りつ つ

あ る,仕 事 をす る た め の 用 具 の研 磨(Polieren)と 食 刻(エ ッチ ングAtzen)

的 手 法 に よ って,小 斧 は個 々特 有 の 着 色 模 様 を帯 び,な か に は燐 〔光 質 〕 鉄

(Phosphoreisen)の 白 く輝 く用 具 と し て完 成 した 。 残 存 した 小 斧 の 表 面 を
エ メ リ ヨ

金 剛 砂 布(Schmirgelleinen,emerycloth)で 研 磨 し た 後,硝 酸

(Salpetersaure)で 食 刻 した研 究 分 析 結 果 に よ る と7),燐i含 有 の 多 い表 面 部

分 は 白色,燐 含 有 の わず か な鉄 部 分 は 暗灰 色 に両 者 の コ ン トラ ス トが 浮 び 上
よこへいこう はん もん

が り(〔 図13〕V,V[),小 斧 の刃 部 分 を含 め て,下 か ら表 面 に横 並 行 に斑 紋

(Auge,speckle)が 付 け られ て い た。 当 時,こ の よ うな 装 飾 模 様 を帯 び て,
ひときわ
一 際 目立 っ た鍛 造 仕 上 げ の小 斧 は

,ハ イ タ ビ ュ ー の 人 び とが ベ ル トで 腰 に携

帯 し,彼 らの ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー(同 一・と連帯 の独 自な存在証 明ldentitat,

identity)に か か わ る用 具 の0つ で あ り,武 器 で もあ っ た とみ る こ とが で きる

で あ ろ う。
ル ツペ

ノ、イ タ ビ ュ ー 出 土 の鋼 板 〔図14〕IIは,直 接 製 鉄 法 に よ る粒 鉄(Luppe)

で,針 金 製 造 用 の 材 料 を入 れ る 穴 が 開 け られ(同 図Hの1は 挿入 口,2は 出口,

3は 脇側面),研 磨 され て鋭 くな っ て い た8)。 そ の 主 要 部 分 は 炭 素 約0.6%ま で

含 有 す る炭 素 鋼(Kohlenstoffstahl)の 硬 質 組 織 で あ る マ ル テ ンサ イ トを混入
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〔図14〕 ハ イ タ ビ ュ ー に 出 土 し た9世 紀 の 鉄 の 棒 状 地 金(鉄 棒Eisenbarre)と 針 金 製 造

用 の 穴 開 き 鋼 板(Zieheisen)(R.Thomsen,Meta110grafische

Untersuchungen.Ei.senbarren.,S.12,Abb.2,S.22,Abb.8;F.K.Naumann,

Metal].kundl.icheUntersuchungen.Zieheisen.,Ber.ii.d.Ausg.inH.,Beri.5,

5.85,Abb.1)
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させ たパ ー ライ トか らなる。炭 素が わず か0.02%程 度 しか 固溶 で きない α鉄

に対 して,2.1%ま で 固溶 で きる鉄 を γ鉄 といい,α 鉄,γ 鉄 に炭素 その他 の

合 金 元 素 が 固溶 した結 晶 を フェ ライ トお よ びオ ース テ ナ イ トとい い,炭 素

0.77%を 含 む鋼 をオース テナイrの 状 態か ら冷却 して727℃ に達す る と,フ ェ

ライ トと炭 素 が固溶 しきれず に生 じた セメ ンタイ トの結 晶 に分 か れ,両 者 の

微細 な板 の形 で混合 した共析組 織が パ ー ライ トと呼 ばれ る。 その過程 で速 め

に冷却 す る と,セ メ ンタイ トは微 細 とな り,鋼 の強 さ と靱性 が大 き くなる。

オース テナ イ ト状 態 か ら急冷 してマル テ ンサ イ ト組織 にす る焼 入 れで,マ ル
こわ

テ ンサ イ ト鋼 の 部 分 は 硬 い が,外 の 力 に壊 れ 易 く,焼 入 れ した 鋼 は150～

200℃ で 数10分 加 熱(低 温焼戻 し)す る こ と に よ り,マ ル テ ンサ イ トの 靱 性 が

増 加 し,ほ か の 金 属 材 料 の切 削 ・切 断 に用 い られ る工 具 鋼 とな っ て い た 。 フ

ェ ラ イ ト部 分 は150～250kg/㎡,パ ー ラ イ ト部 分 は200～600kg/㎡ の硬 さ,

マ ル テ ンサ イ ト部 分 は約900kg/㎡ に まで硬 さの 上昇 を示 した 。 炭 素 含 有 の多

く必 要 な所,表 面 に近 い所 に,Mn含 有 の低 く,含 有0.01%以 下 の マ ル テ ンサ

イ ト部 分 が 認 め られ,摩 耗 に対 して 強 い用 具 と して,硬 質 な鋼 が 溶 融 ・鍛 造

で つ く られ て,用 い られ て い た 。 ハ イ タ ビ ュ ー に お い て,鍛 冶 師(〔 図2〕 職

人居住地域Crafむsmen'sarea参 照)は 製 鉄 工程,製 鋼 工 程 で銑 鉄,溶 鉄,鋼

鉄 そ れ ぞ れ の生 産 に 適合 した材 料,温 度,冷 却 時 間,溶 接 ・鍛 造 の相 当 に 高

度 な域 に到 達 し,鍛 冶 師 は農 業 か ら離 れ た 専 門 職 化 の 道 を辿 っ て い た とみ る

こ とが で き る。

注

1)R.Thomsen,MetallografischeUntersuchungenanwikingerzeitlichen

EisenbarrenausHaithabu,in:BerichteuberdieAusgrabungeninHaithabu,

Bericht5,Neumunster1971,S.16.

北 ドイ ツ お よ び ス カ ン デ ィ ナ 〔一 〕 ヴ ィ ア に お け る 鉄 生 産 に 使 わ れ た 沼 鉄 鉱

(Raseneisenerz)は 燐(Phosphor,P)の 含 有 が 高 い 。 鉄 の 小 部 分 を 重 ね 合 わ せ る
む

溶 接 温 度(Schweil3temperatur)は,燐 の 少 な く,し な や か な 鉄 や 鋼 を炭 素 蒸 し

す る浸 炭(Aufkohlung)が で きた か ど うか に左 右 さ れ て 決 ま る。

2)Idem,EssesteinandAusheizschlackenausHaithabu.ZurTechnikdes
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wikingerzeitlichenSchmiedens,in:Ber.u.d.Ausg.inH.,Beri.5,S.114,112.

3)R.Thomsen,MetallografischeUntersuchungen.Eisenbarren.:Ber.u.d.

Ausg.inH.,Beri.5,S.10,12,14.

4)Ibid.,S.24,26.

5)乃id.,S.36,S.37,Abb.4,1,S.88.

6)乃id.,S.52,53,54,Abb.17,S.55,Abb.18.

7}Ibid.,S.56,57.

8)F.K.Naumann,MetallkundlicheUntersuchungen.Zieheisen.:Ber.u.d.

Ausg.inH.,Beri.5,S.84f#:,92.

はかぶね

第6章 埋葬墓 ・室付 き葬墓 ・船棺 葬墓(墓 船),副 葬品 と大海原へ

の航行

ハ イ タ ビ ュ ー に住 ん だ 人 び とに は,い くつ か の墓 地(〔 図2〕)が あ り,そ

れ らに確 認 され た もの だ け で 少 くと も12,000の 個 別埋 葬 墓(Einzelgrab)が

数 え られ る。 南 定住 地(S[ud]siedlung)は 最 初 独 自の墓 地 を もち,こ の墓 地

は,定 住 の放 棄 され た850年 以 降 も利 用 され,拡 張 され た 形 跡 が あ り,周 辺 地

域 の住 民 に よ っ て10世 紀 半 ば ま で用 い られ て,層 を な し重 った 跡 を残 して い

る。 そ の墓 地 の遺 体 埋 葬(土 葬)墓(Korpergraber,Erdbestat七ungsgraber約

350個)に お け る埋 葬 は,8世 紀 に遺 体 が伸 展 で,頭 か ら足 を北一 南 方 位(N
しんてんそう

一S)
,9,10世 紀 に東 一 西 方 位(0-W)の 向 き を とっ て安 置 され た 身展 葬

(Ausdehnungsbestattung,extensionburial)が 行 な わ れ,火 葬 墓

(Brandgraber)に お け る埋 葬 は,8世 紀 か ら9,10世 紀 に か け て 年 代 的 に骨

壺(Urne),円 形 墓(Kreisgrab),火 葬 墓 穴(Brandgrube)の 状 態 を特 徴 と

す る順 で の埋 葬 が 行 な わ れ て い た 。 そ れ ぞ れ の 埋 葬 地 区 に部 分 的 な が ら共 同

慣 習 の 認 め られ る そ れ らの民 衆 墓 に対 し,そ れ らに混 って,10世 紀 前 半,室

(部屋)の 設 け られ た(埋)葬 墓(室 付 き葬 墓Kammergrab,chamberd

tomb)1)5つ が 築 造 され,そ の う ち の1つ は副 葬 品 の 豪 華 な女 性 墓 で あ る。

8世 紀 か ら9世 紀 に木 と土 石 で 防 御 工 事 を行 な っ た,7-11mの 高 さ に積 ま
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れ,外 周 に 約6mの 幅 で2mの 深 さ の 掘 溝1を 伴 う 中 央 の 主 要 墨 塁

(Hauptwall,Befestigungswall)内 の 定 住 地 で も,最 初 自分 達 の 墓 地 が 近 く

に出 来,遺 体 土 葬 の 墓 地 で は,9世 紀 初 め以 降,主 に西一 束(W-0),途 中

か ら11世 紀 まで 西 北 西 一 東 南 西(WNW-OSO)の 方 位 を とっ て埋 葬 され

て い た 。 墓 地 の まん 中 に東 西 に列 を なす 墓 々 の 稠 密 な広 が りが あ り,西 縁 で

墓 の 上 に9世 紀 以 降 の 拡 大 居 住 地 の 建 物 が 建 て られ,墓 地 の東 の所 で は古 く

か らの定 住 地 の 上 に,彫 刻 を施 した 大 理 石 な ど に よ る豪 華 な造 りの石 棺 葬 墓

(Sarkophagsgrab,sarcophagusburial)な どが 設 け られ,定 住 と墓 の 造営 の
せめぎ あ

圓 合 い が み られ た。 そ の南 西 に,向 い合 い2列 を な した 室付 き墓 群 の墓 地 が

続 き,9体 の 男性 と1体 の 女 性 が 埋 葬 され て い た。 他 方,北 の 高丘 城 塞(防 御

工事 を行 ない墾塁で堅固に した丘Hochburg,fbrtifiedhill)の 下 に,9世 紀 か ら

10世 紀 まで の墓 地 と着 衣 の飾 り留 め ピ ン(Fibel)が あ り,城 塞 は や や後 の 防

御 工 事 で あ っ た こ とが 示 され,約240×70㎡ の墨 塁 内 に,40を 数 え る盛 り土

墓(Hiigelgraber)が つ くられ て い た。 丘 の 人 手 の 加 わ っ て い な い 自然 の ま ま
わら

の 地 面 に,土 や 藁 が 焼 け て 重 な り,丘 を縁 取 る小 掘 溝 が 未 完 成 で あ り,城 塞

築 造 の 中断 を推 測 させ る 。 墓 地 に は,多 様 な墓 が 並 び,全 体 的 に8世 紀 か ら

11世 紀 半 ば に及 ぶ住 民 の存 在 が 認 め られ る。 そ れ らの な か で,南 定 住 地 近 く

の 墓 地 の 南,中 央 墾 塁 北 の ぞ と,高 丘 城 塞 の南 西,中 央 墾 塁 西 の ぞ と,連 結

壁(Verbindungswall,こ の8,9世 紀にフランク部族の侵攻 に対す る防御施設 とし

てデ ンマー ク支配者Danishrulersに よって築造 された土石の墨塁がDanevirkeと

呼ばれた)に 接 続 す る前 衛壁(Vorwall,advancerampart,ス ヴェンス囲み塗塁

SvensBelagerungswall)の 西 方 な どに,9世 紀 半 ば か ら10世 紀 初 め に及 ぶ

時 期 に,舟 ・船(室)棺(埋)葬 墓(Bootkammergrab,Schiffsgrab,ship

burial)が 築 造 さ れ て お り,室 付 き墓 が経 済社 会 的上 層(Oberschicht)の 墓

で あ り,船 棺(埋)葬 墓 が 経 済社 会 的 階層 制 の 頂 点(SpitzederHierarchie)

に立 った被 葬 者 の 出現2)を 表 して い る。

す な わ ち,主 要 塗 塁 の 南 門(Siidtor)か ら南250m,前 衛 墜 塁 の 北150m,

オ ル デ ンブ ル ク(Oldenburg)の 半 円墨 塁(Halbkreiswall)の 南,ハ デ ビュ
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びょう
一海 岸 湖 を望 む標 高15m余 の丘 状 の地 点 に

,鉄 製 の鋲(リ ベ ッ トNiet.長 さ7.5

cm,幅6.3cmな ど)約64個,長 さ13な い し16mを 越 え る,幅3mの 船 棺,内 部

に約2.40な い し2.50×3.75㎡ の 木 製 室(人 骨 はほ とん ど消滅),船 体 ・室 の 木 質
ブナ コ ナラ

部 分 を な した オ ー ク(撫 科小楢属Quercus,Eichen,oaks)材,東 端 の 浅 い 穴

に3頭 の馬 の遺 骸 が 出 土 した(〔 図15〕)。 当 時,銅 ・亜 鉛 ・錫 ・ア ル ミニ ウ ム

の 非 鉄 金 属 と金 ・銀 の 貴 金 属 の 希 少 で 貴 重 な 原 材 料 は 輸 入 さ れ た が,刀 剣

(Schwert),馬 勒(Zaumzeugteil)と 並 ん で,銀 製 ベ ル ト留 め 具 な どの 金 銀

線 細 工 装 身具(装 飾品Filigranschmuck)が 副 葬 され て い た(〔 図16〕)。 船棺

内 の 木 製 室 は,〔 図16〕(3)の 右(東)側2.20m,左(西)側1.50mの 大 ・小 部 分

に厚 板 で 分 け られ,合 計3体 が 葬 られ て い た。 衣 装 ・装 備 か ら,1人 の君 侯

けん しゃくじじゅう

的 人 物(einefiurstlichePerson)と2人 の 従 臣(Gefolgsleute.猷 酌 侍 従 ・

しゃ くのかみ しきぶきょう しゅめのかみ

酌 頭Muntschenkと 式 部卿Hofmarschal,主 馬頭Marschal)と み られ,文 献

史 料 に 基 く と,8世 紀 か ら10世 紀 ま で に,こ の 地 は フ ラ ン ク ・カ ー ロ リ ン ガ

ー 朝 王 国 に 関 わ る デ ン マ ー ク(デ ー ン)王 国(DanishKingdom)ジ ェ リ ン グ

王 家(Jellingkings)の 統 治 下 に あ っ た3)。

木 製 桶(Holzeimer,酒 桶Trinkeimer直 径35cm,高 さ約40cm)は 運 ぶ 取 っ 手

が 付 き,こ の よ う な 容 器 は しば し ば 容 器 副 葬 品(Gefal3beigabe)と し て 死 者

たが

の足 許 か 脇 に置 か れ て い た 。 こ の木 製 桶 の 籏(Fal3rei.fen,hoop)と して 当 て

た補 強 飾 り留 め 鉄 製 金 具 に,4つ の 十 字 が 刻 まれ て い た 。 船 墓 と馬 の 副 葬 は

キ リス ト教 伝 播 以 前 か らの ヴ ァルハ ラ(Odin神 が戦死者たちを迎 える天上の宮殿)

観 念(Walhal-Vorstellung)に よる君 侯 埋 葬 で あ る。 同 図(3)の 問仕 切 壁 の右

(東)側 に平 行 に置 かれ た武 器 の鉄 製 刀 剣(b.長 さ79cm.な おb1は81.5.左(西)
にぎ つかがしら

側bは95cm)は,握 り部 分 で あ る柄 頭(Knauf長 さ8.3,幅2.5,厚 さ1.8cm)と
つか

柄(Griff長 さ10.0,幅1.8-3.2cm)の 問 が4個,両 者 を合 せ て 合 計6個,刀 身

た

(刃Klinge長 さ63,幅3.2-6cm)が12個 の継 ぎ足 し(Ansatze)ブ ロ ック か

らな り,刀 身 に は と こ ろ ど こ ろ接 合 ・充 填 鉄 で補 修 さ れ て い た 部 分 が あ る。

柄 頭 と柄 の 問 の5～7個 の継 ぎ足 しは,デ ンマ ー ク,南 ス ウ ェ,一デ ン,バ ル

ト海 南 岸 地 域 にお け る刀 剣 の 特 徴 で あ っ た 。柄 頭 ・柄 に 木 の 上 張 りが 残 り,



ヨー ロ ッパ 中世初期ハ イタビュー にお ける農業 ・手工業 ・交易の発達 と定住 の形成(55)

(
。
餐
拳

舶
℃

痢

9

喚
壼

く

、肩

の

、O
卜
〇
一
.。。
岩

①
ロq

、.国

鳶

.勢

註
刈

噂

捻

琶

頗

.国

§

勘
心
§

暫

q、
定
ミ
δ
ミ
8

悶

旨

q

.Φ
目
葺

,お

舅

謡

.屠

)

(談

姻
e
瞳

刃
暇
翠

e
襲

"
謎
ト

.燗
欄
諜
終

刃
樽
遜
e
室

.
懸
騨
議

ゆ
櫓
e
虫
鴇
喫
3
》
魯
機

9
躰
9
起
e
目

N
.
一
潔
和
腿

"
謎
円
)
欄

(謙
)
纏
凄

e
圓
橿

坦
製

橿

ー

蝋
勾

転

ヤ
く

富
一
区
〕

ゐ
×
レ

Σ

(一①
田

ム
へ
1
貨
)
車
牌
e
画
誕

》

軽
魁

(奉
誕
)
墜
襲
e
亟
橿

。-5

郭
魁

(奉
壊
)
墜
誕

e
奉
幹

?
三

任
蝋
e
嶺

・
懸
蝉

皆甑
e
騒

-

電
の

3
櫛
懸

・

懸
叙

・

懸

磋

博
e
丹
e
震

O

博
e
ト
e
鶏

汐

起
細
欄

喫
虞

霊
コ

側
欄

L

.目

魍
週
橋
蝦

魯
機
e
塩

・
懸

ト
旧
網
翼
弼
再

癒

1
「
㌧

∵

.
'
●

●

●

/↑＼
/1＼

11＼

庸

鞭
1

「

1粥/

O
O
一

の
一
一

め
寸
目

O
O
円

1瑚()
さト.・

譲

風_;w

べ漆/

Ψ
i

＼レ.
¥1/.

r

馬

昏

4

8もi4

2噸」3

▲ 曾8、 「ぼ
艦 ♂,

曾噛 冒「 ゐ

ヤ 重1`

撃 らqf♂

馬,嘘 、 闇レi

R
、f・

穐 、{、

r

㌻ 忽 ら2勺 も も

乞 ← トー

◎o

目

一

⑬

⇔

0 9

O

O
N
H

も

O

00qOO

の のA-o

"
い

◎

9

q

o

θ

の

O
O
州

㊨
N
一

〇
寸
目

づ

,摺
幽

'
`



(56)

C

h_ 趣

b

g

1

.
1

ρ
1

e

a

d

k

c

懸
懲営轟灘

騰
灘灘1
蝦懸 鍵1懸 難

郵
諭
.

難
鱗
隙

雛

辮

謄

.り
量4,
,
,
、づ

、

敵

　
鱗

∴
'榊
∴
・㍗
、

^

;

∴
O

.
、　

'

、膨

灘

難,
齢 ぎ

"・

ザ
Wfへ い ン

4L・ 晃 、`

'41重
二'ド●

麹
暫

欄 一▼一

羅響

繭

課 弾 讐 諜 鍵{n4.

'za

左 側a.銅 製鉢

b刀 剣

C,C1.鉄 製丸盾 の中央 ふ くらみ

d.ガ ラス コ ップ

e.鉄 製 品の 断片

f銀 製 ベル ト留 め具

9.號 珀玉
h.矢(数 本)
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f2つ の馬具の鉄製 品の断片

〔図16〕 ハ イ タ ビ ュ ー 船 棺(葬)墓 の 平 面 図1,南 側 面(縦 断面 ・舷側)図2と 拡 大 墓 室 平

面 図3(M.Muller-Wille,α.α.0.,S.19,Abb.7,8の 発 掘 者F.Knorrに よ る 描 写

に基 づ き作 成 。)
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全 体 が 薄 い 青 銅 の 帯 金(Bronzebander)で 飾 ら れ,王 冠 状 上 端 部

(Knaufkrone長 さ8.2,厚 さ2.Ocm)に 真 鍮 ・青 銅(Messingbronze)の 筋 を付
つば

け て飾 っ た5つ の 突 起 が作 られ て い た 。 鐙(鍔Parierstange.角 丸長方形,長

さ11.1,幅2.0,厚 さ1。5cm)は 冠 状 上 端 部 同様 に鉄 帯 が 重 ね られ,柄 頭 へ の握

り接 合 部 と鐙 の 上 下 部 分 に真 鍮 ・青 銅 板(Messingbronzeblede)の 跡 が 残 っ

て い た。 刀 身 の 中程 に条 溝(Rinne)が あ る もの の ダマ ス クス鋼 の 鍛 造 した紋

様(Damaszierung)の 跡 は ない4)。 ヨー 『ロ ッパ大 陸 内 か ら9世 紀 に北 ヨー ロ

ッパ 地 域 へ 輸 出 され た タイ プ の刀 剣 が900年 か ら10世 紀 前 半 に か け て 自由 な柄

頭 を付 け て発 達 した タイ プの もの とみ られ て お り,〔 図16〕3の 左(西)側 に

置 か れ たb刀 剣 は,冠 状 柄 頭 と鐸 に,フ ラ ンク,カ ー ロ リ ンガ ー 朝 期 王 国 に

出 自 した植 物 装 飾模 様(Pflanzenornamentik)を 付 け た刀 剣 で あ る こ とが 確

認 され て い る5)。
す

墓 船(Grabschiff)は,船 の 手 摺 り(Reling)ま で,土 砂 で周 りを囲 む よ

ともへ さき

う に盛 られ,船 首(舳 先)・ 船 尾(艦)材(Steven)の 上 部 の船 板 と船 首 ・船

尾,両 舷 の 三 者 の 中央 に立 て られ たマ ス ト(帆 柱Mast)が,突 き出 た 状 態 で,

「祝 福 され た彼 方 の 島」 「死 者 の彼 方 の 国」 「死 者 の彼 岸 」(Totenreich)の 観

念 が 保 た れ,こ の 船 底 縦 中 央 の 竜 骨(キ ー ルKiel)の 下 に,墓 室

(Grabkammer)が 位 置 して い た(〔 図17〕1,2)。 舳 先 か ら艦 へ の両 端 に延

び広 が っ た 船 体 は,船 底 が 舷 側 に対 し,釣 り合 い の とれ た 弧 を な して 弓 形 に

反 り,竜 骨 の 上 に み ご と に 起 工 さ れ て い た(同 図3)。 幾 枚 も の 厚 板

(Planken)が は め込 まれ,な か に は厚 板 修 理(Plankenreparatur)が 行 な わ
ろ くざい

れ,整 然 と必 要 な 間隔 で肋 材(Spant,船 リブSchiffsrippe)が 厚 板 を固 定 し,
は り ビ テ

こ の上 に梁 状 に横 木(Querbarken,Bite)が 組 み合 せ られ,梁 状 横 木 は屈 曲

つ

部 接 ぎ手(エ ル ボ,ジ ョイ ン トBite-Knie),突 っ 張 り材(Bite-Stutze),台 座

(Snelle),竜 骨 補 強 の 縦 通 し材(キ ール ソ ンKielschwei.n),縦 通 し材 屈 曲 部 接

ぎ手(Kielschwein-Knie)な ど で,竜 骨 と一 体 を な し て 強 固 に 接 合 さ れ て い

た 。 マ ス トは マ ス ト肋 材(Mas七spant)の 船 尾 側(Achterseite)に 設 け ら れ

しょうざばん

たマ ス トの根 元 を受 け る凹 部 の橋 座 板(Mastspur,マ ス トテーブルmasttable)



(58)

2

一

バきノ纂晦務 蒸欝 謡
Bite-Knie

87te

/!～ 覧

ノ/,ノ ノ1

"ノ 氏1ノ〆'〆ノづ

〆 づン ニン＼
ノ/

〈ノ 黙球必、

転 ζ.藤0鯨

IM

困

房
ダク

/態
隔s耽e、 ざO
Pb「止en_

黙一 嘆 報 誓クつ饗嚢蒙孝/'
、,r//IG

ef・,`二'i鰯,-

曳レ!!

1.横 断 面 .(Querschnitt)2。 縦 断 面(Langsschnitt)

3.船 棺 中央 部 分 の細 部 等 尺 法(Isometrie-Methode)に よ る 製 図

続
ノ

謬

・
ク

ノ
ノ

e

ゆ澆蕩
瑳 多・

KreIschwei罰 一絶1ie

Mast-Spur

lGetschwein

3
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ヨー ロ ッパ中世初期 ハ イタビュー におけ る農業 ・手工業 ・交易 の発達 と定住 の形成(59)

には め 込 まれ る構 造 に な って い た 。

連 結 壁 の 下 に,短 剣(Sax,Sachs)を 持 つ7,8世 紀 の1人 の個 別 男 性 墓

が あ っ た。 中 央 定 住 地 の北,現 在 の ブ ス ドル フ村(DorfBusdorf)に,豪 華

な刀 剣 を副 葬 され た墓 が あ った 。 南 定 住 地 の 南 西,上 記 の 船 墓 の 南 方 に,ま

た 中 央 定 住 地 の西 方 に,盛 り土 墓 丘(古 墳 墓Grabhiigel,barrow,tumulus)

が あ り,2つ の 盛 り 土 墓 丘 に 組 み 込 ま れ て 設 け ら れ た ル ー ン 文 字 石

(Runenstein,runicstone)に よ っ て,被 葬 者 は10世 紀 末 期 の 国 王 の 従 士

(k6niglicheGefolgsleute)で あ る と み られ て い る6)。 フ リ ー ス ラ ン ト

(Friesland)及 び フ リ ー ス 諸 島,ネ ー デ ル ラ ン ト(Nederland,ε π9.

Netherlands)か らユ ラ ン(Jyllnad,deut.Jutland,eη8'.Jutland),さ らに ス

カ ンデ ィナ 〔一〕 ヴ ィ ア(Skandinavia,Scandinavia),北 海 か らバ ル ト海 へ

の船 航 行 ・貿 易 路 が7,8世 紀 に 出 来 て お り,フ リー ス 人(Friesen)に よる

海 外 居 住 地 が7世 紀 末 な い し8世 紀 にハ イ タ ビュ ー に も設 定 され,近 隣 諸 民

族 の 商 人,手 工 業 者 の 移 住,続 い て 北 ドイ ツ,ネ ー デ ル ラ ン トか らデ ンマ ー

ク,ス ウ ェー デ ンに広 が る交 易 地,経 済 社 会 的 上 層 諸 階層 の 設 け た拠 点 地 な

ど を結 ぶ 商 人 共 同体(Kaufmanngemeinden)が 形 成 さ れ,9世 紀 にハ イ タ

ビ ュ ー で鋳 造 され た 貨 幣(硬 貨Miinze)に よ っ て 明 らか な舷 側 の 高 い 帆 船

(Kogge--13～15世 紀のノ、ンザ 同盟で用 い られる船の先駆一)が 航 行 して い た7)。

地 中 海 貿 易 に お と らな い 交 易 圏 が で きて い た 。 ハ イ タ ビ ュー の 地 に は,イ ン

ド=ヨ ー ロ ッパ 語 族 に属 す る フ リー ス 人,ザ ク セ ン人(Sachsen),デ ンマ ー

ク 人(Danen),ス ラ ヴ 人(Slawen),ス カ ン デ ィ ナ 〔一 〕 ヴ ィ ア 人

(Skandinavier)な どの 異 った 民 族群(e七hnischeGruppen)の 共 生 した定 住

生 活 が,さ ま ざ ま な埋 葬 墓 にみ られ る慣 習 か ら,推 測 され る。 そ して,彼 ら

が上 記 の よ うな 君侯 とそ の従 臣 の 支 配 に服 して い た 面 も,ハ イ タ ビュ ー 定 住

の特 徴 で あ る。

船 棺 葬 墓 の 墓 船 は実 際 に航 海 行 きで 用 い られ た船 とほ ぼ 同 じで あ る 。 船 大

工(造 船工shipcarpenters,shipWright),リ ベ ッ ト打 ち工(shipfi七ters)な

どの働 きが 前 提 され,船 具(shipchandleries)を 積 み,船 長(shipmaster),
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船 乗 り仲 間(shipmen,shipmate)が 乗 船 し,青 き大 海 原 に乗 り出 した ハ イ
う とうtか い　せ ん

タ ビ ュ ー の 船 は,船 体 の 長 さ が 長 く,舷 側 上 部 の 手 摺 りの 低 い 櫓 罹 船

(Riemen-od.Ruderschi.ff,rowingship〔 図18〕1)の 多i数(60本 近い)の 櫓 擢

と帆 を備 え た 〔細 〕 長 船(10ngship長 さ30m,最 大船幅2.7m,ノ ルマ ンによっ

て中世地 中海 で用 い られた多 数の櫓擢 と帆 を有す る通称 ウァイキ ング船)で,運 搬,

交 易,漁 業,時 に は 略奪 な ど に赴 い た 。10世 紀 に な る と,船 幅 の広 い積 荷 船

(荷船 ・貨物船cargoship,cargo-carringvessel.同 図2,船 幅3.8m,推 定積載量

60tons)が 現 れ た 。 櫓L擢の 多 くは舷 側 の 受 穴 に通 して用 い られ た 。 船 の 船 首

骨 が み ご と に立 上 っ て 先 端 を な し,水 切 り直 上 を船 首 〔彫 〕 像(フ ィギュァヘ

ッ ドFligureheads)が 突 き出 され て 飾 られ,ま た 好 天(fineweather)を 祈 っ

て,金 をか ぶ せ た風 見 鶏(weathercock-orvane)を か ざ し,あ る と きは王 旗

(royalstandard)的 な もの8)が 風 に は た め い た。 陸 地 で の 日常 の 生 活 にお い

て,風 を表 した 帆 や布 は,到 来 す る繁 栄 ・成 功 ・運 命 を暗 示 して い る と され,

交 易 に して も船 の 印 は安 全 な港 を象 徴 す る と考 え られ る よ う に な る。

注

1)且.Steuer,DieSu(∫8∫e(flungvon,Haithabu.Studienzurfruhmittelalterlichen

KeramikimNordseekustenbereichandinScheswig-Holstein,Neumunster1974,

S.14,19f,33ff.,96ff.

2)Ch.Radtke,且aiδaby,§5.Archaologisches,in:Reα 〃exikon(1.Germ.

Altertumskunde,Hrsg.v.H.Beck,D.Geuenich,H.Steuer,D.Timpe,Bd.13,

Berlin・NewYork1999,S.369;T.L.Thurs七 〇n,Pre-VikingandVikingAge

Denmark,in:AncientEurope8000s.c.-A.v.1000.EncyclopediaoftheBarbarian

World,vo1.II,BronzeAgetoEarlyMiddleAges(c.3000B.C.-A.D.1000),ed.b.P.

Bogucki,NewYork・Detroit・London・Munichoth.,2004,p.547.

3)Ch.Radtke,Hai6aby,Graberfelder,in:Reallexikond.Germ.Altertumskunde,

1999,S.369;T.Nyberg,Monasticismin,Nor`ん 一We8≠ θrη,Europe,800-1200,

Aldershot・Burli.ngtonUSAoth.2000,pp.9,16.

4)M.Muller-Wine,DasBootkammergrabvonHaithabu,Berichtefiberdie

AusgrabungeninHaithabu,Bericht8,Neumunster1976,S.30ff.

5)Idem,S.39,57ff.,70,Abb.31,71,Abb.32,77f.

fi)Ch.Radtke,a.a.O.,S.369.
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〔図18〕10,11世 紀 の ハ イ タ ビ ュ ー 出 土 の 帆 船(Segeischiff)のS.Villum-Nielsenに よ

る 復 元 描 画 図(o.Crumlin-Pedersen,Vikingships,in:AncientEurope8000

B.c.A.v.1000,Vo1.II,2004,p.424,Fig.1}
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7)D.Ellmers,FruhmittelalterlicheHandelsschiffahrtinMittel-undNordeuropa,

Neumunster1.984,S.21,29.

8)0.Crumlin-Pedersen,Vikingships,in:AncientEurope:IIf-.A.D.1000.,

vol.II,S.425.

第7章7,

実 態

8世 紀～ 個 世紀のハ イタビューにお ける交易 と定住 の

7,8～11世 紀 ハ イ タ ビュ ー及 び そ の周 辺 地 域 に住 む 人 び と(localpeople)

の社 会 構 成 は,彼 らの 農 業 ・手 工 業 ・商 業 ・交 易 の 発 達 を前 提 と して,小 家

族 共 同 態 の 労 働 ・生 産 主 体 の家 計(domesticeconomy)が 農 耕 ・家 畜 飼 育

(牧畜)の 複 合 農 業 と農 産 物,700年 ご ろ に羊 毛 ・亜 麻,鉄 ・青 銅,陶 土,動

物 ・魚 の 骨 な ど の 原 材 料 を 取 り 揃 え,製 品 を 製 作 す る 手 工 業 職 人

(craftspeople)と そ の仕 事 場 区域(workshopquarters手 工業職人の居住地はそ

の後9世 紀の居住地域 において と,900年 以降1066年 ごろまで続 き,彼 らの居住 地区が

拡大地域 に延 びてい る),生 産 物 を通 じて生 産 者 ・消 費 者 間 を商 品売 買 ・流 通 過
あきな つ

程 の商 い(commerce)で 繋 な ぎ,利 益 を得て暮 らす 商人 とそ の居住 区域,こ

れ らの人 び とに対 して,生 産物 や 品物 を個 人 あ るい は集 団 のあい だで交換 し

合 う交 易 を管 理 し,取 締 まる監督役(controllers)が,地 域経 済社 会 にお け
しゃ し ぜいた く

る 地 位 を 奢 修(i贅 沢)品(luxuries)の 交 易 に荷(加)担 し続 け る こ と に よ っ

て 誇 示 し,畜 牛 取 引 き に 当 た り,家 畜 を 入 れ る 囲 い が 設 け ら れ,売 買 に 来 た

人 び とが 参 集 し,あ る い は 職 人 や 交 易 人(traders)の 集 住 し た 市 場(交 易 中

心 地fairs,marts,markets,emporium,pl.emporia.原 都 市 セ ン ターproto-

urbanCenterS)が で き,こ う し た 商 取 引 き セ ン タ ー(COmmerCial

transaction-centers)に,卓 越 し た 経 済 社 会 階 層 者(elites)が 指 揮 を し て 防

いち

備 施 設(fortifications)の 墾 塁 を築 造 し,営 業 負 担 金(市 の場所代 ・店張 り賃

七axesandtolls)を 徴 収 した 。 商 人 ・交易 従 事 者 た ち は,監 督役 ・卓 越 した経

済社 会 階 層 者 に盗 人 制 止,港 の避難 場 所 ・波 止 場(埠 頭 ・船着 き場)の 修 繕 整
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備 の役 割 と公 正 な取 引 きの 法(thelawsofenfbrcement)の 施 行 を期 待 し,

さ らに は監 督 役 ・卓 越 した経 済 社 会 階 層 者 は取 引 きの合 意 に立 合 い,証 人 と

して署 名 す る公 証 役(of丘cials)を 担 い,こ れ らの 地域 にお い て最 終 的 にデ ン

マ ー ク 支 配者 た ち(rulers)の 徴 収 に帰 した営 業 負 担 金 とい わ ば 「税 の公 共 的

歳 入(taxeS,reVenUeS)」 が,当 時 フ ラ ンク王 国 の支 配 し,徴 収 した税 の な か

に含 まれ て記 載 され て い る1)。

9世 紀 カ ー ロ リ ンガ ー 朝 期 フ ラ ン ク王 国 内 で鋳 造 され た 金 ・銀 ・銅 の 貨 幣

(硬貨)は,取 り立 て られ た貢 物(tributes),略 奪 品(booties)が ハ イ タ ビュ
も

.一に収 蔵 さ れ
,相 当 数 が 出 土 す る。 他 方,カ ー ル 大 帝 を刻 印 した硬 貨 を模 し

た硬 貨 が,ハ イ タ ビュ ー にお い て も鋳 造 され,950年 に再 度 造 られ た。1000年

ご ろ ま で に,デ ンマ ー ク,ス ウ ェ ー デ ン,ノ ル ウ ェ ー 諸 王 が 王 室 硬 貨 鋳 造

(royalcoinages)に 着 手 したが,し か し継 続 的鋳 造 に至 らず,こ れ らの地 域

支 配 者(localizedrulers)に よ る地 域 硬 貨 鋳 造(localcoinages,mintings)

と流 通 の広 が り(economicsphere)は み られ な か っ た。9,10世 紀 の全 般 的

な ヨー ロ ッパ 農 業 経 済(ruraleconomy)を 背 景 に,交 易 は財 物 の 交 換 ・贈

与 ・徴 収 な どの 形 態 を と り,交 易 中心 集 落 地 域(emporium,vicus,wiks,

tradingzone)と して イ ング ラ ン ドの ギ ペ ス ウ ィク(Gipeswic),ラ ンデ ンウ

ィ ク(Lundenwic),ハ ム ウ ィ ク(Hamwic),フ ラ ンス の カ ン トウ ィ ク

(Quentovic),ラ イ ン川 の ネー デ ル ラ ン トにお け る分 流 岸 にあ った ドレス ター

ト(Dorestad)な どが発 達 し,ネ ー デ ル ラ ン ト,北 ドイ ツ な どの 田 園地 域 共

同社 会(communities)は そ れ ら と十 分 に結 び付 い て い た 。 た と え ば,ド レ

ス ター トは フ ラ ン ク王 国 カ ー ル大 帝 期 の 貿 易 港 で,北 海,バ ル ト海 の多 数 の

沿岸 港 へ 玄 武 岩砥 石,石 臼,フ ラ ン ドル,の ち に は フ リー ラ ン トの織 物,ラ

イ ンラ ン ドの ケ ル ン(Koln),マ イ ン ツ(Mainz)な どの生 産 物 を輸 出 し,9,

10世 紀 に熟 練 職 人 は金 属 加 工,輸 入 さ れ た號 珀 原 材 料 や 骨 の 彫 刻,織 物 な ど

の 産 業 の 拠 点 とな っ て い た。 ユ ラ ン南 西 部 の リ ーベ(Ribe)と 並 ん で,ユ ラ

ン南 東 部 のハ イ タ ビ ュ ー港 も,ド レス タ ー トの 石 臼 を輸 入 す る な ど,デ ンマ

ー ク
,シ ェ ラ ン(笥 紀lland)島 の トレ レボ ー(Trelleborg)の よ うな軍 隊 駐 屯
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地 に取 っ て代 わ り,そ れ らの都 市 と交 易 す る繁 栄 した い わ ば 「国 際 的」 中心

地(thrivingcosmopolitancenter)と な り,農 村 ヴ ァ レ ン ド ル フ

(Warendorf)や 港 湾都 市 ハ ンブ ル ク(Hamburg)な どの 北 ドイ ツ,さ らに

バ ル ス ヴ ィー ク(Balswiek)を は じめ とす るバ ル ト海 沿 岸,ス ウ ェ ー デ ンの

ヘ ル ゲ ェ(Helg6)そ の他 の ス カ ンデ ィナ 〔一 〕 ヴ ィア の諸 港 と交 易 し,定 住

地 の港 寄 り地 区 には倉 庫 を兼 ね た 住 宅 が 立 ち並 ん だ2)(〔 図19〕)。
とが

屋 敷 地 は 一 部 枝 編 み柵,下 端 先 を尖 らせ た丸 太 棒,厚 板 割 木 な どで 区切 ら

れ,870年 ご ろ建 て られ た とみ られ て い る住 居 は,長 さ11.5m,幅5mほ どの

長 方 形 の 角 材 支 柱 住 居(Standerhaus)で,枝 編 み 粘 土 塗 り壁

(Flechtwerkwanden)や 板 壁 に よっ て,煙 出 しの 開 き部 分 を残 し,棟 の母 屋
げた
桁(屋 根裏横木)ま で張 られ て い た 。 切 妻 壁 の屋 根(Giebelfeldu.-dach)造

あし ぶ

りで,葦 葺 き屋 根(Reetdach)で あ っ た 。 内部 は 三 つ に分 か れ,真 ん 中 の居
が ま くかまとう

問 に炉 が あ り,隣 の 高 め られ た側 部 にパ ン焼 き 竈(Bachofen),粉 隈 き

の 手 ひ き 臼(Handmuhle,Mahlstein)が 置 か れ,壁 に は 掛 け 釘

(Wandhakel1)が 打 ち付 け られ て い た 台 所(調 理場)が 続 き,反 対 側 に仕 事 場

(Werkstatt)が あ っ た。 住 居 の な か に は,「 居住 部屋 一 家 畜 部屋 一 仕 事(生 業)

部 屋=住 居 」(Wohn-Stall-Gewerbe二 且aus)の 建 物 構 造 が 認 め られ る。
かんぬ き

住 居 の 出入 口の 扉 に横 木 閂(Schubriegel)が 差 し込 まれ て い た。 仕 事 場 に

は 台 や 道 具 が あ り,居 間 に は 土 製 の ベ ンチ(Erdbanke),衣 類 入 れ の チ ェ ス

ト(Truhe)な どが あ っ た3)。 小 家 族 を居 住 主 体 とす る家 の 暮 ら しの展 開 が

もみ
推 測 され る。 深 く掘 られ,筒 管 状 か正 方 形 の 穴 の周 囲 に縦(Tannen,firs)の

め ぐ

木組 み を巡 らす掘抜 き井 戸 は,数 軒 で共 同利 用 されて いた。 シュ ライ峡湾が

バ ル ト海岸奥深 い入江(Ostseeforde)で あるため,河 川 の淡水 と海の塩水 の

混合水 を運 み込 むの に対 し,ゆ るや か な地形 を流 れて飲用水 を供 給す る小 川

を造 る必要 が あ り,家 並 み のあい だに川岸 は定住 の早期 か らほぼ まっす ぐに

固め られ,整 え られ,定 住 地住民 の施 設 と して の性 格 を もってい た。比 較 的

一様 な設計 ・構 造 上の処 置 のな された こ とが
,等 間隔 に並 んで打 ち込 まれ た

そだ しばたば

丸 太 や 割 り木 に加 え て護 岸 ・築 堤 した粗(朶)・ 柴 東(Flechtwerkfaschinen),
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労 力 の か か っ た板 張 り(Verbrettungen)な どか ら窺 え る。 川 に小 橋(Steg),

い わ ゆ る 「洗 い場 小 橋 」"Waschstege"が 据 え られ,流 れ る水 は二 三 の生 産 部

門(Produktionszweige)に も不 可 欠 で あ っ た。 当該 定 住 地 に は,主 要 道 路 と

脇 路(Haupt-u.Nebenwegen)が あ り,基 礎 工 事 と して盛 り土 の 上 に,編 ま
むしろ

れ た莚 備Fllechtmatten)が 用 い られ,ま た 並 べ て置 か れ た丸 太 や 割 り木 か

けた はり か

ら な る 丸 太 道(Knuppeldamm,-weg)は,支 え 桁 ・梁 の 上 に 架 け られ て い た 。

板 敷 き 道(Rund-od.Spalth61zern)は,一 層 予 測 ・設 定 仕 事

あ

(Trassierungsarbeiten)を 必 要 と し,こ れ らは 集 落 を挙 げ て労 力 を負 担 した

工 事 に よ っ て 堅 固 に さ れ て い た 。 こ れ らに,ヨ ー ロ ッパ 中 世 初 期 ハ イ タ ビ ュ

ー の 定住 形 成 にお け る人 び との生 活 文 化 とそ の 公 共 的 性 格 の 発 達 の0面 を窺

うこ とが で きる で あ ろ う。

注
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